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序章 計画改定にあたって 

 

１．計画改定の趣旨 

平成 25 年度から平成 34 年度までの「二十一世紀における第二次国民健康づくり運動(健

康日本 21(第二次))」(以下「健康日本 21（第二次）」という。)では、21 世紀の我が国にお

いて少子高齢化や疾病構造の変化が進む中で、生活習慣及び社会環境の改善を通じて、子

どもから高齢者まで全ての国民が共に支え合いながら希望や生きがいを持ち、ライフステ

ージ（乳幼児期、青壮年期、高齢期等の人の生涯における各段階をいう。）に応じて、健や

かで心豊かに生活できる活力ある社会を実現し、その結果、社会保障制度が持続可能なも

のとなるよう国民の健康の増進の総合的な推進を図るための下記の 5 つの基本的な方向を

示し推進しています。 

（１）健康寿命の延伸と健康格差の縮小 

（２）生活習慣病の発症予防と重症化予防の徹底（NCD*の予防） 

（３）社会生活を営むために必要な機能の維持及び向上 

（４）健康を支え、守るための社会環境の整備 

（５）栄養・食生活、身体活動・運動、休養、喫煙、飲酒及び歯・口腔の健康に関

する生活習慣及び社会環境の改善 

 

美浜町では平成１９年３月に「健康日本 21」の取り組みを法的に位置づけた健康増進法

に基づき、美浜町の特徴や町民の健康状態をもとに、健康課題を明らかにした上で、生活

習慣病予防に視点をおいた健康づくり計画「健康みはま 21」を策定し、取り組みを推進し

てきました。 

特に、後期計画では美浜町民の健康課題が高血圧・心臓病・脳血管疾患等の循環器疾患

であると捉え、その疾患に対する発症予防・重症化予防を図るためには、食生活を始めと

する生活習慣の改善が必要であると考え、適正な塩分を摂取すること（減塩）と適切なエ

ネルギー摂取をすること（減量）を２本柱とする食生活から始める「げんげん運動」を町

民総ぐるみで展開してきました。 

これまでの取り組みの評価、及び新たな健康課題等を踏まえ、健康みはま 21 後期計画（第

２期）を策定します。 

 

＊NCD：WHO（世界保健機構）の定義では、不健康な食事や運動不足、喫煙、過度の飲酒などの原因が共通

しており、生活習慣の改善により予防可能な疾患をまとめて「非感染性疾患（NCD）」と位置付けている。 
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２．計画の性格 

この計画は美浜町第５次総合振興計画を上位計画とし、町民の健康の増進を図るための基本的

事項を示し、推進に必要な方策を明らかにするものです。 

この計画の推進にあたっては「健康日本 21（第二次）」に示された基本方針を踏まえるととも

に、保健事業の効率的な実施を図るため、各種計画と十分な整合性を図るものとします。（図１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．計画の期間 

この計画の目標年次は平成３５年度とし、計画の期間は平成３０年度から平成３５年度までの

6 年間とします。なお、3 年を目途に中間評価を行います。 

４．計画の対象 

この計画は、乳幼児期から高齢期までライフステージに応じた健康増進の取り組みを推進する

ため、全町民及び町内企業（団体）を対象とします。 

 

別表１ 

図１ 健康みはま２１後期計画（第２期）の位置づけ 
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第Ⅰ章 美浜町の健康に関する概況と特性 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第１章 美浜町の健康に関する概況と特性 

１．人口構成 

美浜町の人口(国勢調査)は平成 22年には 10,563人でしたが、平成 27年には 9,914人となり、

年々減少傾向にあります。 

世帯数は増加傾向にありますが、核家族や単身世帯が増加しています。（図２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美浜町の総人口を年齢３区分別にみると、平成 27年には年少人口（0～14 歳）は 1,068人、生

産年齢人口（15～64歳）は 5,532人、老年人口（65歳以上）は 3,308人となっています。総人口

に占める 65歳以上の高齢者の割合（高齢化率）は 33.4％で全国、福井県と比較して高くなって

います。生産年齢人口(15歳～64歳)、年少人口(0歳～14歳)ともに総人口に占める割合が減少傾

向にあり、少子高齢化がますます進んでいます。（表１） 

そして、今後はさらにその傾向が強まると予測されています。（図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 人口の推移 

資料：国勢調査 
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美浜町 福井県 全国 美浜町 福井県 全国 美浜町 福井県 全国

総人口（人） 11,023 821,589 127,767,994 10,563 806,314 128,057,352 9,914 787,099 127,094,745

年少人口（0～14歳）（人） 1,408 120,745 17,521,234 1,224 112,192 16,803,000 1,068 102,986 15,886,810

年少人口割合（％） 12.8 14.7 13.7 11.6 14.0 13.2 10.8 13.3 12.6

生産年齢人口（15～64歳） 6,607 513,858 84,092,414 6,241 485,409 81,032,000 5,532 451,409 76,288,736

生産年齢人口割合（％） 59.9 62.7 65.8 59.2 60.8 63.8 55.8 58.1 60.7

老年人口（65歳以上） 3,008 185,501 25,672,005 3,082 200,942 29,246,000 3,308 222,408 33,465,441

老年人口割合（高齢化率）（％） 27.3 22.6 20.1 29.2 25.2 23.0 33.4 28.6 26.6

※年齢不詳は除く。そのため、年齢別３階級の合計は総人口と一致しない。

2005（H17） 2010（H22） 2015（H27）

表１ 年齢別人口 

資料：国勢調査 
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２． 出生 

美浜町の出生数及び出生率*は近年、横ばいです。（表２図４） 

心身ともに健康な子どもたちを育てていくためには、妊娠中から乳幼児期、学童期、青年にな

るまでの心身の健康づくりを行う必要があります。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

図３ 人口の推計（平成 25 年 3 月推計）  

資料：国立社会保障・人口問題研究所『日本の市区町村別将来推計人口』 

 

表２ 出生数及び出生率 

図４ 出生率の推移 

資料： 福井県地域福祉課『人口動態統計（福井県）』 

＊出生率：人口千人に対する

出生数の割合 

H24 H25 H26 H27 H28

出生数（人） 69 75 81 63 80

出生率（美浜町）（％） 6.8 7.5 8.2 6.4 8.0

出生率（福井県）（％） 8.5 8.2 7.9 8.0 7.9

出生率（国）（％） 8.2 8.2 8.0 8.0 7.8
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３． 死亡 

美浜町の主要死因を見てみると、男性は高血圧性疾患が全国平均の約３倍、また、脳出血での

死亡も高い状態でしたが、H24～28年は低下しています。一方で脳梗塞や胃がんでの死亡は高く

なっています。 

女性は子宮がんでの死亡が高い状態でしたが、H24～28年は低下がみられます。一方で高血圧

性疾患、脳血管疾患、脳出血、糖尿病での死亡が高くなっています。 

これらのことから、美浜町では引き続き循環器疾患対策に重点を置く必要があります。 

さらに、男女ともに腎不全での死亡が高くなっています。美浜町における新規透析導入者の約

６割は糖尿病が原因であるため、糖尿病の重症化を予防することが今後の課題であり、重要と考

えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 年間累計死亡による標準化死亡比* 

資料：福井県健康増進課 

５年間累計死亡による標準化死亡比の変化（男性） 

５年間累計死亡による標準化死亡比の変化（女性） 

H18～22 H24～28 H18～22 H24～28

全死亡 102.1 111.5 105.4 113.6

悪性新生物 86.0 107.5 95.9 94.5

胃がん 67.5 134.8 116.1 102.9

大腸がん 64.5 83.9 77.3 43.3

肝臓がん 42.4 39.8 14.9 54.2

肺がん 135.9 134.9 46.0 74.6

乳がん 101.8 82.9

子宮がん 167.3 138.0

糖尿病 50.0 79.1 48.2 137.8

高血圧性疾患 314.6 139.8 76.8 312.7

脳血管疾患 107.5 103.0 71.7 104.0

くも膜下出血 149.3 43.7 79.3 121.9

脳内出血 131.5 86.7 54.2 110.4

脳梗塞 89.6 117.7 79.4 97.8

心疾患 90.5 78.2 92.9 107.3

急性心筋梗塞 115.4 85.9 71.3 100.7

腎不全 68.9 108.1 51.0 121.1

肺炎 141.0 166.3 151.6 164.4

老衰 189.4 175.8 154.0 164.5

女性男性
全年齢全年齢

美浜町
全国（100） 全国（100）

＊標準化死亡比： 年齢構成の違いの影響を除いて死亡率を全国と比較したもの。全国（基準）を 100 とし、各市町の標準

化死亡比が 100 より大きい場合は全国より死亡率が高く、100 より小さい場合は全国より死亡率が低いことを示す。 

※H18～22 は健康みはま 21 後期計画策定の参考値。H24～28 は最新データ。 



 

４． 平均寿命・健康寿命 

美浜町の平均寿命（平成 27年）は、男性は 79.39 歳、女性は 87.66歳となっています。男性は

平均寿命の延びは見られませんが、女性は平均寿命が年々延びています。 

健康寿命については、男性は 78.03歳、女性は 83.17歳となっており、男女ともに県平均より

短くなっているため、いつまでも健康で自立した生活を送ることのできる健康寿命の延伸を図っ

ていく必要があります。（図５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 平均寿命・健康寿命の推移 

資料： 福井県健康増進課 
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５． 介護保険 

美浜町の要介護等認定者は、平成 28年 10月現在 696人となっています。認定率は 20.0％

であり、年々上昇しています。 

要介護度別でみると、要介護１、要介護２が伸びてきていることがわかります。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年10月 平成27年10月 平成28年10月

認定者数（人） 635 688 696

　第１号被保険者（人） 621 675 686

　　65歳～74歳（人） 53 62 62

　　75歳以上（人） 568 613 624

　第２号被保険者（人） 14 13 10

認定率（％） 18.7 19.9 20.0

　第１号被保険者（％） 18.3 19.5 19.8

　　65歳～74歳（％） 1.6 1.8 1.8

　　75歳以上（％） 16.8 17.8 18

　第２号被保険者（％） 0.2 0.2 0.1

資料：介護保険事業状況報告（月報） 

表４ 介護等認定者数及び認定率の推移 

（人） 

図６ 要介護度別認定者数の推移 

資料：介護保険事業状況報告（月報） 
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介護保険で要介護（支援）認定を受けた人の状況をみると美浜町では、全国に比べて要

介護３・４・５の重度認定者の割合が高くなっています。 

また、第２号被保険者の認定者も重度認定者が福井県、全国より高くなっています。（表

５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要介護認定者が現在抱えている傷病は、認知症が 27.4％と最も多くなっています。 

また、心疾患が 24・9％、脳血管疾患が 12.2％、糖尿病が 10.5％となっており、これら

は生活習慣と関係が深く、若い時期からの生活習慣の積み重ねから病気を引き起こすと言

われています。生活習慣病を予防することが脳梗塞や脳出血等の脳血管障害によって起こ

る脳血管性認知症の予防にもつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 現在抱えている傷病（複数回答） 
（件数＝237） 

27.4  

24.9  

24.1  

23.2  

13.5  

12.2  

10.5  

5.1  

4.2  

3.0  

2.5  

2.5  

2.1  

18.1  

3.0  

2.5  

4.2  

0 5 10 15 20 25 30

認知症 

心疾患（心臓病） 

眼科・耳鼻科疾患 

筋骨格系疾患（骨粗しょう症、脊椎管狭窄症等） 

変形性関節疾患 

脳血管疾患（脳卒中） 

糖尿病 

呼吸器疾患 

膠原病（関節リウマチ含む） 

腎疾患（透析） 

悪性新生物（がん） 

難病（パーキンソン病を除く） 

パーキンソン病 

その他 

なし 

わからない 

無回答 

資料：第７期介護保険事業計画アンケート 

表５ 介護度別認定者数（H27年度末現在） 

総数
合計 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 軽度 要介護３ 要介護４ 要介護５ 重度

690人 46人 105人 130人 139人 420人 101人 101人 68人 270人
100% 7% 15% 19% 20% 61% 15% 15% 10% 39%

40,938人 3,633人 5,547人 8,069人 7,731人 24,980人 5,960人 5,804人 4,194人 15,958人
100% 9% 14% 20% 19% 61% 15% 14% 10% 39%

6,203,923人 889,645人 858,446人 1,220,477人 1,080,481人 4,049,049人 809,617人 743,913人 601,344人 2,154,874人
100% 14% 14% 20% 17% 65% 13% 12% 10% 35%

第２号被保険者
合計 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 軽度 要介護３ 要介護４ 要介護５ 重度

9人 0人 1人 0人 1人 2人 3人 1人 3人 7人
100% 0% 11% 0% 11% 22% 33% 11% 33% 78%

755人 64人 117人 105人 165人 451人 97人 89人 118人 304人
100% 8% 15% 14% 22% 60% 13% 12% 16% 40%

135,515人 12,590人 19,377人 22,919人 29,037人 83,923人 18,428人 15,738人 17426人 51,592人
100% 9% 14% 17% 21% 62% 14% 12% 13% 38%

美浜町

福井県

全国

美浜町

福井県

全国

8 

（％） 



 

糖尿病 

6% 

高血圧症 

5% 

脂質異常症 

3% 
脳出血 

0% 

脳梗塞 

2% 
狭心症 

2% 

心筋梗塞 

0% 

がん 

14% 

筋・骨格 

11% 精神 

13% 

その他 

44% 

糖尿病 

4% 

高血圧症 

7% 

脂質異常症 

3% 

脳出血 

1% 脳梗塞 

3% 

狭心症 

3% 

心筋梗塞 

0% 
がん 

11% 

筋・骨格 

10% 
精神 

12% 

その他 

46% 

６． 医療費（美浜町国民健康保険） 

美浜町の国民健康保険加入者は、全国や福井県と比較して前期高齢者(６５歳～７４歳)

が占める割合が高くなっており、今後も高齢化の進展により、さらにその傾向が強まると

予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般的に高齢者になるほど受療率は高くなり、医療費も増大するため、予防可能な生活

習慣病の発症予防と重症化予防に努める必要があります。 

また、美浜町の国民健康保険加入者の一人あたりの医療費は、全国や福井県と比較して

高い費用で推移しています。 

しかし、近年の年間医療費に占める各疾病の割合の変化をみると、生活習慣病が占める

割合が若干減少しています。特に高血圧症にかかる治療費は大きく減少していました。（図

９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 国民健康保険加入者の年齢構成（H28年度） 

図９ 年間医療費に占める各疾病の割合（H24 年度と H28年度の比較） 

H24年度 H28年度 

生活習慣病 20.9％ 生活習慣病 18.５％ 

資料：国保データベースシステム 
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糖尿病 

高血圧症 
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心筋梗塞 

がん 

24年度 

28年度 

医療を受診する人の割合を千人当たりの医療受診件数でみても、高血圧症で治療する件

数が減っています。 

しかし、糖尿病・脂質異常・がんの受診件数は増加しています。（図１０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１０ 千人あたりの医療受診件数（H24年度と H28年度の比較） 

資料：国保データベースシステム 

（件） 
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７． 健康診査 

（１）特定健康診査 

生活習慣病の発症予防、重症化予防の最も重要な取り組みである医療保険者による特定

健康診査・特定保健指導は平成２８年度の法定報告で受診率 49.1%、保健指導実施率は 76.1%

で福井県より非常に高くなっています。しかし、国が定める受診率の目標値 60％には達し

ていないため、今後も受診率向上に向けた取り組みを継続することが必要です。 

特定健康診査の結果については、近年の健診結果を比較すると、Ⅰ度以上（収縮期血圧

１４０以上/拡張期血圧９０以上）の高血圧者の減少がみられます。 

ただし、高血糖者、脂質異常者については減少がみられず、男性のメタボリックシンド

ローム該当者及び予備軍の割合も増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１１ 特定健診結果（H24 年度と H28 年度の比較） 

血圧の変化 

血糖値（HbA1c）の変化 

LDL（悪玉）コレステロールの変化 

メタボリックシンドローム該当者及び予備軍の変化 

男 

女 
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美浜町では高齢者の医療の確保に関する法律の中では努力義務となっている 40歳未満の

町民にも 20歳から 39 歳までを対象とした健康診査を希望者全員に実施しています。 

健康診査の機会を提供し、保健指導を実施することにより、生活習慣病の発症予防、重

症化予防に繋げることが今後も重要です。    

 

（２）がん検診 

がんの早期発見・治療に有効ながん検診については、美浜町の各がん検診受診率は福井

県と比較しても高い状態を維持していますが、近年では横ばい状態です。（表６、図１２） 

 

 

  Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ 

胃がん 20.2% 20.7% 21.3% 24.6% 25.3% 

肺がん 35.0% 37.4% 38.5% 41.8% 41.5% 

大腸がん 38.1% 41.2% 42.6% 46.2% 46.0% 

子宮がん 45.5% 45.9% 44.9% 49.8% 51.3% 

乳がん 44.4% 45.0% 43.8% 44.9% 46.9% 

５がん平均（美浜町） 35.4% 36.9% 37.3% 40.5% 41.1% 

５がん平均（福井県） 22.4% 22.8% 23.3% 24.5% 23.9% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福井県健康増進課『市町が実施するがん検診の実施状況 全年齢（福井県）』 

表６ がん検診受診率 
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図１２ がん検診受診率の推移 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

第Ⅱ章 課題別の実態と対策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第Ⅱ章 課題別の実態と対策 

１． 前計画の評価 

（１）目標の達成状況 

達成できたこと 

① げんげん運動の認知度は９割 

認知度は目標を 80％としていましたが、最終値は 93.5％と目標値を上回りました。 

② 健診を受診している人の割合が増加 

げんげん運動推進前は 68.4％でしたが、最終値は 82.2％と大幅に増加しました。 

③ 高血圧者の割合が減少 

特定健診（国民健康保険加入者 40～74 歳）における高血圧者の割合をみてみると、

高血圧者の割合が 40.4％から 28.0%に減少しています。軽度の高血圧だけでなく、中

等度、重度の高血圧者の割合も減少がみられました。 

 

項 目 
推進前 

（平成 23年度） 
目標値 

最終値 

（平成 29 年度） 

げんげん運動の認知度 － 80％ 93.5％ 

１年間に何らかの健診を受診してい

る人の割合 
68.4％ 75％ 82.2％ 

高血圧者の割合 40.4％ 30％ 28.0％ 

 （※高血圧者の割合については平成 28 年度の実績値） 

 

達成できなかったこと 

① 1日の野菜摂取量が少ない 

男女ともやや減少し、男性においては全国値より大幅に少ない数値となっています。 

② 脂質摂取量の割合が高い 

男女ともに脂質から摂るエネルギー量が増えています。全国値とも同様に女性の方

が脂質を多く摂る傾向があります。年代別に比較すると男女とも 40 代以上で増加し、

全ての年代で目標値より多く脂質を摂取していました。 

③ １日の間食量が多い 

   男性は減少しましたが、男女ともに全国値に比べ、まだ摂取量が多くなっています。 

④ 糖尿病疑い、メタボ該当者（予備軍）の割合が増加 

特定健診（国民健康保険加入者 40～74 歳）において、糖尿病疑い、メタボ該当者の
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割合が増加しています。血糖値異常の割合は年齢が上がるとともに高くなっていました。 

メタボ該当者は女性より男性の方が多く、40 歳代が最も多くなっていました。 

  

項 目 
推進前 

（平成 23年度） 
目標値 

最終値 

（平成 28 年度） 

１日の野菜摂取量 
男性 201.6g 

350g 
男性 195.1g 

女性 259.3g 女性 238.2g 

脂質摂取量の割合（脂質エネルギー比） 
男性 24.3％ 

25％ 
男性 25.8％ 

女性 26.9％ 女性 29.4％ 

１日の間食量 
男性 67.8g 

20g 
男性 62.4g 

女性 65.4g 女性 74.0g 

糖尿病疑い（HbA1c5.6%以上）の割合 46.1％ 43％ 59.0％ 

メタボリックシンドローム該当者（予

備軍）の割合 
26.4％ 19％ 31.3％ 

  

（２）取り組みの評価 

① 町民と行政が協働で推進する体制づくり 

「げんげん運動」を展開するにあたり、平成２５年度から２年間「げんげん運動モデル

地区」を３地区指定し、集落ごとの現状と課題を分析し、集落の特色を生かした「げんげ

ん運動」の推進を図ってきました。モデル地区での推進活動を踏まえ、平成２７年度から

は「げんげん運動推進集落」を指定し、「げんげん運動」のさらなる推進を図ってきました。

モデル地区、推進集落での推進活動では区長をはじめ、区役員、健康づくり推進員、食生

活改善推進員、青壮年会、婦人会、老人会、子ども会等、多くの町民の参加・協力を得て

活動を行ってきました。地域への参加や助け合いを大切にする美浜町の地域性があったか

らこそ「げんげん運動」がここまで浸透されたと考えられます。今後も地域への参加を促

進し、より一層信頼関係を強め、地域全体で健康づくりを推進していくことが大切だと考

えます。 

また、町民が減塩・減量に取り組みやすい環境を整備することを目的として、町内の企

業及び団体に「サポーター企業」として協力を依頼し、「げんげん運動」を普及啓発する活

動を共に行ってきました。げんげん運動の推進にあたっては今後もサポーター企業を増や

し活動を継続さらには発展させていく必要があると考えます。 

 「げんげん運動」の推進は町民の代表で構成される健康づくり推進協議会及びワーキン

グ部会が主体となり活動を展開してきました。げんげん運動推進強化月間での街頭啓発や

サポーター企業での健康講座、地域での「げんげん運動」の継続ＰＲ等に委員が積極的に
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出向き活動を行ったことが「げんげん運動」の認知度や７つの健康行動認知度の向上に大

きく関係していると考えられます。今後も町民と行政が協働し、「げんげん運動」を推進し

ていく体制を強化し、町民総ぐるみで健康づくりに取り組んでいく必要があります。 

 

② 各世代共通のテーマ設定と重層的な活動の展開 

後期計画では減塩・減量を各世代共通のテーマとし、活動を推進してきました。まず、

美浜町の健康課題を町民に周知することから始め、その健康課題を解決するために減塩と

減量に取り組む必要があることをあらゆる機会を通じて普及啓発してきました。 

若いうちから生活習慣病予防の正しい知識を持ち行動することが大人になってからの生

活習慣病発症を予防することにつながります。そこで、保育園や小中学校と連携し、「げん

げん運動」の普及啓発を行う「親子げんげん運動」にも取り組みました。 

 小学校では適正塩分濃度の味噌汁を実際に調理し味わう体験や１食分の野菜がどのくら

いなのかを自分で計って確かめ、減塩の工夫をこらし調理する活動を行いました。この活

動は子ども達にとって貴重な体験となり、その体験を家庭で話し合うことで子どもから親

世代、祖父母世代へと「げんげん運動」が広がっていくきっかけにもなりました。   

 中学校では健康診断の結果の見方や生活習慣病予防の知識を普及する取り組みを行いま

した。今後も小中学校と連携し若いうちから「げんげん運動」を推進する活動を行ってい

くことが効果的と考えられます。 

 

③ 町民の気づきにつながる活動の展開 

健康づくりの取り組みは日常生活の中で習慣的に無理なく行えることが必要です。そ

のためには、まず、自分自身の日常生活や食生活を振り返り、生活の中で何を改善する

必要があるのかに気づくことが求められます。 

その気づきにつながる活動として、健診やげんげん運動推進集落で尿中塩分測定や家

庭の汁物の塩分濃度測定等を実施し、１日の塩分摂取量が多い原因に自分自身で気づい

てもらえるような活動を展開してきました。また、日常生活で減塩の取り組みが実践で

きるよう料理講習会等の機会を利用して減塩調理の工夫や減塩レシピの紹介等を行い、

情報を提供してきました。その結果、美浜町に高血圧の人が多いことを知っている人の

割合や塩と血圧の関係を知っている人の割合が高くなり、美浜町の高血圧症リスクの周

知が進んでいます。 
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２．今後の課題と対策 

町民総ぐるみで取り組んだ健康みはま２１後期計画「げんげん運動」は、５か年の取り

組みにより、健診受診率の向上や高血圧者の割合が減少する等の成果が得られました。 

 一方、メタボ該当者の増加や１日あたりの野菜摂取量が少ない等の課題が残りました。 

 そこで、健康みはま２１後期計画（第２期）では、食生活と健診強化に「運動」をプラ

スすることで、生活習慣病の重症化予防を図ります。また、町内関係課を始め、大学・企

業との連携による積極的な生活習慣病一次予防に取り組み、健康寿命の延伸を目指します。 

 

（１）課題 

① １日の野菜摂取量が少ない 

② 脂質摂取量の割合が多い 

③ １日の間食量が多い 

④ 糖尿病疑い、メタボ該当者（予備軍）の割合が増加 

 

（２）対策 

① 野菜摂取の推進強化 

② 適切なエネルギー摂取 

③ 誰もが手軽に取り組める運動の推進 

④ 健康診査の受診率向上と自己管理の強化 
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第Ⅲ章 計画の推進 
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第Ⅲ章 計画の推進 

１．町民と行政との協働による健康づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜健康づくり推進協議会＞ 

健康づくり（げんげん運動）の推進と進捗管理・評価 

＜ワーキング部会＞ 

健康づくり（げんげん運動）の具体的企画・推進 

     

      

 

 

 

 

※活動班…町民が実践しやすい健康づくりの方法をさらに具体化し発信する 

啓発・PR 部会：げんげん運動の周知 

（情報提供や知識の普及） 

実践部会：げんげん運動の実践を推進 

（サポーター企業・飲食店・推進集落等）  

 

知識 

（後期計画） 

意識 

（後期計画） 

いろいろな分野への健康づくり活動の広がり 

こころ 

身体 

（健診） 

生活リズム 

歯 

酒・たばこ 

集落 

町内企業 

関係団体 

（生産者・飲食店・

観光業者等） 

保育園・学校 

活動班 

活動班 

活動班 

活動班 

図１３ 健康づくりの推進体制 

行政 

大学 

企業 

助言・指導 

食の強化 運動強化 

 

げんげん歩
プ

楽
ラ

寿
ス

 

げんげん運動（減塩・減量・健診）継続 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JuMF5JPjdUdFEAsS2U3uV7/SIG=11tc0ugok/EXP=1412992969/**http:/www.sw-pbm.net/images/eiyoushi.gif


 

 

 

 

 

 

 

 

町民一人ひとりの生活の状態や能力に応じた主体的な取り組みを重視して、健康づくり

を進めることが基本になります。町では町民の健康への理解や考え方が深まり、確かな自

己管理能力が身に付くように積極的に支援します。 

その支援体制として、美浜町健康づくり推進協議会及びワーキング部会が中心となり、

町民と行政との協働による健康づくりを図１３のように推進します。 

このような推進体制を以て、美浜町の健康課題に対し、町民が地域の特色を活かした取

り組みを考え合うことによって、個々の気づきが深まり健康実現に向かう地域づくりがで

きる地域活動を目指します。 

また、ライフステージに応じた健康づくりの取り組みを進めるにあたっては、効率的な

実施を図る観点から様々な団体との連携が必要です。 

町民の生涯を通した健康の実現を目指し、町民一人ひとりの主体的な健康づくり活動を

支援していくために、健康づくり推進協議会を中心として、医師会や歯科医師会、集落、

町内企業、保育園・学校、生産者・飲食店・観光業者等の関係団体、行政等が協働で進め

ていきます。 

 

２．具体的な取り組み 

（１）個人が実践する健康づくりの推進 

 循環器疾患の予防において重要なのは危険因子を管理することで、関連する生活習慣の

改善が最も重要です。関連する生活習慣としては、栄養、運動、喫煙、飲酒等があります

が、町民一人ひとりがこれらの生活習慣改善への取り組みを考えていくためには、自分自

身の体の状態を知り、循環器疾患の発症予防・重症化予防に向けて実践していくことが重

要になってきます。 

そのため、美浜町では、町民自らが取り組みやすい行動目標となる「げんげん歩
プ

楽
ラ

寿
ス

７

つの健康行動」を設定し推進します。 

 

「げんげん歩
プ

楽
ラ

寿
ス

」とは 

これまでの「げんげん運動」に歩行（ウォーキング）等の運動をプラスし、楽

しみながら食と運動の両面から生活習慣病の予防を図り、健康寿命の延伸を目指

す町民総ぐるみの健康づくり 
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（２）健康づくり推進に向けた町全体での環境づくり 

 生活習慣病予防のためには、ライフステージを通して、健康づくりを実践できる力を十

分に育み、発揮できることが重要になってきます。 

 特に健やかな生活習慣を幼少期から身につけ、生活習慣病予防の基盤を固め、生涯にわ

たって健康な生活習慣を継続できるようにすることは喫緊の課題であり、非常に重要な生

活習慣病対策です。 

 子どもの健康管理については、保育園や学校における健康管理指導等の取り組みが行わ

れているところですが、こうした取り組みをより効果的にするために、保育園や学校関係

と連携していく必要があります。 

 特に、健康づくりに力を入れて取り組むべき世代は男性のメタボリックシンドローム該

当者及び予備軍の割合が増加する４０～５０歳代です。この世代は働き盛りの世代であり、

企業との連携が不可欠です。運動をプラスした健康づくり「げんげん歩
プ

楽
ラ

寿
ス

」を効率的か

つ効果的に推進するため町内企業・団体との連携をさらに強化していきます。 

また、高齢期においても健康づくりは生活の質(QOL)のみならず、身体機能を維持し生活

機能の自立を確保する上でも極めて重要です。青壮年期からの健康づくりが高齢期の健康

状態につながると捉え、健康づくりを進めていくとともに、高齢期特有の健康課題にも対

応していく必要があります。 

 これらのことから、美浜町ではライフステージに応じて、各団体が連携した取り組みを

推進し、町全体での環境づくりを行います。 

 

 

＜げんげん歩
プ

楽
ラ

寿
ス

７つの健康行動＞ 

① 減塩の食事を心がけます 

② １日３食よく噛んで、自分にあった量の食事をとります  

③ 油脂のとり方を工夫します 

④ 毎食手のひら一杯の野菜を食べます 

⑤ 間食の食べ過ぎに注意します 

新 ⑥  毎日の生活の中に手軽な運動を取り入れます 

⑦  年１回健診を受けて身体のチェックをします 
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＜特に強化する取り組み＞ 

① 野菜摂取量増加への推進 

野菜には体内の塩分バランスを整える働きや血糖の急激な吸収を抑えて高血糖や肥満

を予防する働きがあり、生活習慣病予防に効果的です。 

しかし、美浜町民の野菜摂取量は男女平均１日２２２ｇで、目標値より１２８ｇ不足し

ているという現状でした。 

 

 

その課題を解決するべく、地元生産者や飲食店組合とも連携し、野菜の必要

性についてのＰＲや、地元の旬の野菜を使った薬膳メニューの開発普及等を行

い、積極的に野菜摂取を促進し、美浜町民の野菜摂取量が増加するように推進

します。 

 

② 適切なエネルギー摂取の推進 

油脂やエネルギーの摂りすぎは、体重増加から生活習慣病へつながります。げんげん運

動を通して、高血圧の割合が減少する“減塩”の効果は得られましたが、脂質異常のある

方や糖尿病予備軍の方は増加傾向にあり、“減量”への取り組みには強化が必要なことが明

らかになりました。 

 

今後はさらに、子どもから大人まであらゆる世代において油脂やエネルギー

の摂取方法をＰＲし、適切なエネルギー摂取ができるように推進します。 

 

③ 誰もが手軽に取り組める運動の推進 

身体活動・運動量が多い人は、不活発な人と比較して、血圧を抑える、血糖値を下げる、

肥満を予防する等の作用があり、循環器疾患やがんなどの発症リスクが低いことが実証さ

れており、高齢者の運動機能や認知機能の低下などと関係することも明らかになっていま

す。また、高齢者が要介護となる理由として運動器疾患が問題になっていることから、健

康長寿を実現するためにも、身体活動や運動量を増やし、無理なく日常生活の中で運動を

実施できる方法の提供や環境をつくることが求められています。 
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 日常生活での歩行やウォーキング、ラジオ体操、筋力アップや姿勢を維持す

る体操等、日常生活の中に取り入れやすい手軽な運動を推進するとともに、身

体活動量の増加や運動習慣の必要性についての知識の普及や啓発を行います。 

 

④健康診査の受診率向上と自己管理の強化 

 循環器疾患は、血管の損傷によって起こる疾患で、予防は基本的には危険因子の管理で

あり、確立した危険因子としては、高血圧、脂質異常、喫煙、糖尿病の 4 つがあります。 

循環器疾患の予防はこれらの危険因子を、健診データで複合的、関連的に見て、改善を

図っていく必要があるため、循環器疾患の発症予防・重症化予防には、健康診査が大変重

要です。 

また、たばこによる健康被害は、がん、循環器疾患(脳卒中、虚血性心疾患等）、COPD(慢

性閉塞性肺疾患)等の原因になり、受動喫煙も同様です。喫煙と受動喫煙は、いずれも多く

の疾患の確立した原因であり、その対策により、がん、循環器疾患等の予防において、大

きな効果が期待できるため、たばこと健康について正確な知識を普及する必要があります。 

美浜町では循環器疾患だけでなく、がんでの死亡も多い状況です。国民健康保険の年間

医療費のうち、がんにかかる医療費の割合も増加しています。また、年々がん検診の受診

率は向上していますが、目標の 50％には達していない状況です。 

  

 

 そのため、定期的な健康診査（生活習慣病予防健診・がん検診・歯科検診）

の受診を推進し、受診率の向上を図るとともに、町民自らが自分自身の健康管

理を徹底できるような知識の普及と啓発を行います。 
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３．計画の評価 

 食と運動の両面から生活習慣病の予防を図り、健康寿命の延伸を目指す健康づくり「げ

んげん歩
プ

楽
ラ

寿
ス

」に取り組む町民が増加することで、本計画の目標である「健やかでぬくも

りのある まち」を目指します。 

 

げんげん歩
プ

楽
ラ

寿
ス

 活動指標               

活動指標 現状値 
目標値 

（平成 35年度） 

認知度 93.5％※ 93.5％ 

実践者の割合 67.2％※ 80％ 

1 日の塩分摂取が国の基準値を超えている人の割合 男性 70.2％ 男性 63.2％ 

女性 79.4％ 女性 72.4％ 

１年間に何らかの健診を受診している人の割合 82.2％ 85％ 

日常生活の中でいつも意識的に体を動かしている人の

割合 
71.6％ 80％ 

※認知度及び実践者の割合は「げんげん運動」の現状値（平成 29年度） 

評価指標の詳細は 26ページ参照 
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「健康みはま２１後期計画（第２期）」における評価指標

１）げんげん歩楽寿　活動指標

項　　目 対象者

認知度 全町民

実践者の割合 全町民

男性 70.2% 男性 63.2%

女性 79.4% 女性 72.4%

１年間に何らかの健診を受診している人の割合 20～74歳

日常生活の中でいつも意識的に体を動かしている人
の割合

20～74歳

２）げんげん歩楽寿　成果目標

項　　目 対象者

保育園

小学校

中学校

バランスのとれた食事をいつも心がけている人の割合 20～74歳

男性 195.1ｇ

女性 238.2ｇ

男性 25.8%

女性 29.4%

男性 62.4ｇ

女性 74.0ｇ

運動グループ登録数 全町民

成人の喫煙率 20～74歳

肥満者の割合（ＢＭＩ25％以上） 20～74歳

特定健診受診率 40歳以上

肺 19.4%

胃 13.6%

大腸 22.6%

子宮 33.6%

乳 36.5%

現状値
目標値

(平成35年度)

93.5% 93.5%

82.2% 85%

67.2% 80%

１日の塩分摂取が
国の摂取基準値を超えている人の割合
≪基準値　男性８g未満・女性７g未満≫

30歳以上

30%

１日の野菜の摂取量 20～74歳 350ｇ

24.8% 35%

現状値
目標値

(平成35年度)

18.0%

87.0%

82.4%

―

87.0%

82.4%

―

脂質摂取量の割合（脂質エネルギー比） 20～74歳

14.0% 12%

25%

－ 30

１日の間食量 20～74歳 30ｇ

朝食を食べる子どもの割合

40～69歳
※子宮がん対象

者は20～69歳
各種がん検診受診率

24.4% 20%

50%

49.1% 60%



 

 

 

 

＜参考資料＞ 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

実施計画 実施内容 平成25年度（１年目） 平成26年度（２年目） 平成27年度（３年目） 平成28年度（４年目） 平成29年度（５年目） 実施主体 評価指標 結果 活動実績 説明 継続

事例紹介
げんげん運動を実践した町民の
実際に効果があった“減塩”と“減
量”の方法を普及する。

個人及び団体での健康づ
くりの実践例を募集する

まとめた事例をもとに、冊
子を作成し、各戸、各団体
へ配布する

各地域や団体で冊子の紹
介をする
活用の推進を図る

ワーキング部会
げんげん運動認知度
げんげん運動実践者割合

93.5%
67.2% 各戸配布

周知はできたが活用の仕方が課
題。地域や団体で冊子を紹介、積
極的に活用推進を図る必要があ
る。

△

ダイアリー作成
家庭での血圧・体重を記録する記
録表を作成し、町民に普及する。

血圧・体重ダイアリーを作
成する

ダイアリーの活用者を増や
す
（健診受診者等に配布す
る健康管理ファイルにも使
用）

ワーキング部会
体重・血圧を測定している
人の割合

体重 73.1%
血圧 50.3%

健診受診者等1,092
人に配布

特定健診受診者等による活用は見
られた。
一般町民への普及や血圧・体重を
測る習慣をつけるためのその他の
方法も検討必要。

△

ヒント集作成①
体にいい食べ方や料理の組み合
わせ等、食事の工夫を普及する。

レシピ集作成に向けた準
備

レシピ集を作成し、各戸、
各団体へ配布する

各地域や団体でのレシピ
集の紹介と活用機会の拡
大

栄養士会 各戸配布

周知はできたが活用の仕方が課
題。
ターゲットをしぼった活用を検討す
る必要がある。

△

ヒント集作成②
“減塩”と“減量”の調理の工夫を
普及する。

食事指導VTRの作成 VTRの活用機会の拡大
栄養士会
健康づくり課

８団体に貸出

周知はできたが活用の仕方が課
題。DVDの貸出のみであったの
で、CATV等を活用した普及啓発も
検討必要。

△

料理コンテスト
小中学生を対象とし、“減塩”と
“減量”を実践したメニューを募集
する。

『げんげん料理コンテスト』
の開始

健康づくり推進協議会
食生活改善推進員
栄養士会、健康づくり課

H27・28 16組からの
応募あり（内　8組が
入賞）
H29　4組応募

小中学生には周知されていたが、
保護者には届いていなかった。参
加者の実践にはつながっていた。

△

基礎知識普及
町民への「げんげん運動」の説
明。27年度からは、親子への知
識の普及へと広げる。

町民全体への啓蒙活動
「親子げんげん運動」の開
始（小中学校対象健康講
座）

ワーキング部会
健康づくり課

げんげん運動認知度
塩と血圧の関係を知って
いる人の割合

93.5%
92.0%

町内小中学校延
1136人に実施

町民全体への認知も増え、小中学
生の生活習慣病の知識がついてい
た。

〇

あなたのげんげ
ん度測定

地域の特性を活かして「げんげん
運動」を普及・推進することで、生
活習慣病の予防、地区での継続
した健康づくり体制を構築する。

モデル地区（日向・河原
市・丹生）を指定し、各地
域の特徴を生かした活動
を展開

モデル地区での活動の継
続と評価

全町での測定（健診時・教
室時測定）

全町での測定（健診時・教
室時測定）

町内各集落
健康づくり課

健診結果有所見者の改
善率（地区別）

モデル地区３地区
推進集落１８地区

区民の健康維持・増進につながっ
ており、地区独自での活動が効果
的に行われていた。

〇

サポーター企業
との協働事業

町内の企業及び団体が「げんげ
ん運動」の普及を行うことで、町
民が「減塩」と「減量」に取り組み
やすい環境を整備する。

サポーター企業募集
サポーター企業と連携した
取り組み

ワーキング部会 参加企業数の増加
H27  18企業
H28　27企業
H29　34企業

３４企業が参加
サポーター企業を今後も広げていく
とともに、企業での活動の継続も必
要となる。

〇

チャレンジ月間
強化月間を設けて、様々な年代
に多面的にげんげん運動につい
てPRする。

「げんげん運動推進強化
月間」の開始（９月を月間
として定める）

「げんげん運動推進強化
月間」の継続

「げんげん運動推進強化
月間」の継続

健康づくり推進協議会
ワーキング部会
健康づくり課

計２，２００人が参加
「げんげん運動」に触れる機会のな
い方にも周知できるきっかけとな
る。

〇

健康支え隊

「げんげん運動」の認知度向上を
目指してメンバーを募集し、町の
イベント等で積極的にＰＲ・普及
活動する。

健康づくり応援隊『げんげ
ん一座』を結成、イベント等
での啓発活動を展開

※健康づくりワーキング部
会に移行

平成２５年度９人、平
成２６年度８人、平成
２７年度７人で活動
を展開

イベント等での啓発は効果的である
が、様々な「げんげん運動」の活動と
あわせて実施した方が効果的である
ため、ワーキング部会で実施。

×

みはまっ子健診
中学生の保護者と子どもを対象
に、生活習慣病予防の健診や保
健指導を実施する。

『みはまっ子健診』の開始 健康づくり課 ２０組が受診

受診した親子・家庭全体の生活改
善につながっていたが、中学生の
保護者への周知が行き届いていな
かった。

△

健康診査
循環器疾患を引き起こす原因とな
る動脈硬化の発症や重症化予防
を行うための健診を実施する。

『動脈硬化予防健診』の実
施

※応募者多数あったため、
健康診査事業として位置
づけ、継続

健康づくり課

平成28年度受診者
109人
平成29年度受診者
77名

頚部エコー検査をきっかけに自身
の血管の状態がわかり、食生活及
び身体的な改善にもつながった。

〇
健康診査事
業として位
置づけ継続

げんげんマークコ
ンテスト

げんげん運動を広く町民に周知す
るため、シンボルマークを作成し
普及する。

「げんげん運動」シンボル
マークの決定

マークの活用 ワーキング部会

「げんげん運動」シンボル

マークを知っている人の

割合（３３％）※26年度時

点

何のマークか気になり、目をとめる
人もいた。視覚的なPRは効果的で
あった。

〇

健康みはま２１後期計画　５年間の取り組み

※赤字は、実行計画以外で実施した事業

５年間の実施内容

ねらい

食
事

（
減
塩
・
減
量

）
か
ら
始
め
る
げ
ん
げ
ん
運
動
の
推
進

げ
ん
げ
ん
運
動
に
取
り
組
む

（
積
極
的
な
推
進

）

バランスのとれた食事を
心がけている人の割合

いつも心がけ
ている 17.1%

まあまあ心が
けている
71.5%

取
り
組
み
の
環
境
整
備

げんげん運動認知度
げんげん運動実践者割合

93.5％
67.2％

○・・・継続必要

△・・・継続には内容の検討が必要
×・・・継続なし

27
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１ 調査目的 

  町民の健康状態や健康づくりへの取り組み状況を把握し、食生活からの健康づくりを中

心とする「げんげん運動」の推進など、今後の施策推進の基礎資料として、アンケート調

査を実施しました。 

 

 

２ 調査設計 
  一般 

調 査 地 域 ： 美浜町全域 

調 査 対 象 ： 美浜町に居住する 20歳以上の男女 

サンプル数 ： 1,489 人 

抽 出 方 法 ： 無作為抽出 

調 査 方 法 ： 郵送配布、郵送回収 

調 査 時 期 ： 平成 29年 6 月 26 日～7月 20 日 

 

 

３ 回収結果 

区分 配布数 回収数 有効 無効 未回収 

一般 1,489 826 826 0 663 

 100.0% 55.5% 55.5% 0.0% 44.5% 

 

 

４ 報告書の見方 

（１）比率はすべてパーセントで表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出しました。その

ためパーセントの合計が 100.0にならないことがあります。 

（２）基数となるべき実数は「件数」として掲載しました。したがって、比率は件数を 100％

として算出しています。 

（３）複数回答が可能な質問の場合は、その項目を選んだ人が回答者全体のうち何％なのか、

という見方をします。そのため、各項目の比率の合計は通常 100％を超えます。 

（４）本報告書中の表、グラフ等の見出し及び文章中での回答選択肢は、本来の意味を損なわ

ない程度に省略して掲載している場合があります。 

（５）ＢＭＩ（Body Mass Index）は、“体重 kg／（身長×身長）m”で計算しました。判定方

法は、22を標準とし、18.5 未満ではやせ、25.0以上では肥満としました。 
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（６）性別や年代別等のクロス表においては、分析の軸（表側）の設問の無回答を除いて表記

しています。このため、分析軸の件数（ｎ）の合計は全体と一致しないこともあります。 

（７）標本数が少ないほど標準誤差が大きくなり、値の正確さが失われます。このことから、

本調査におけるクロス集計の分析は、分析軸の項目のうち、標本数（件数）が 30 未満

の項目については、全体結果と比率に大きな差がある選択肢があっても、分析の対象と

していません。 

（８）調査結果の中で、前回調査結果との比較を盛り込んでいる設問があります。前回調査と

の比較は、今回調査と前回調査ともに回答のあった 361人を対象に比較しています。前

回の調査は、平成 28年１月に実施し、有効回収数は 1,420件（50.7％）となっていま

す。そのうち、本調査に協力してもよいと回答された 547 人に対し、追跡調査を実施し、

うち 361人から回答を得ることができました。 
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Ⅱ 調査の結果 
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１ 調査結果のまとめ 

 

美浜町の高血圧症リスクの周知が進んでいる 

美浜のひとに高血圧が多いことを「知っている」人は53.0％を占めました。平成28年１

月に実施した前回調査（以下、前回調査）よりも「知っている」人の割合が高くなってい

ます（前回43.3％）。前回調査回答者のうち、今後の追跡調査に協力してもよいと答え、実

際に今回調査に回答いただいた方（以下、継続回答者）のみで前回調査と今回調査を比較

した結果を見ると、「知っている」人は前回調査（49.9％）よりも今回調査（60.1％）で増

加しています。高血圧のリスクを下げる目的で実施してきた施策等の成果により、周知が

進んでいるものと考えられます。 

 

げん（塩）げん（量）運動の周知は 9 割・７つの健康行動の認知度は微増 

一方、げん（塩）げん（量）運動を「よく知っている」（50.2%）と「聞いたことはある」

（41.4%）を合わせると91.6%となり、高い結果となりました。 

げん（塩）げん（量）運動が推奨する７つの健康行動を「よく知っている」（12.5%）と

「聞いたことはある」（35.5%）を合わせると48.0%となり、二人に一人は知っていることに

なります。継続回答者のみの結果で比較すると、前回が49.1%、今回が55.7%であり、6.6ポ

イントの伸びとなっています。 

また、げん（塩）げん（量）運動が推奨する７つの健康行動の実践度を、継続回答者の

みの結果で比較すると、「②減塩の食事を心がける」「③自分にあった量の食事をとる」「⑤

毎食、手のひら一杯の野菜を食べる」⑥「間食の食べすぎに注意する」については、「ほぼ

毎日実行している人」と「意識しているが実行できない日もある」の割合が前回よりも高

くなっています。健康を意識し、実践につなげる人が増加していることが分かります。 

しかし、平成２８年度美浜町食事調査結果では、野菜摂取量が222g/日で、目標量350ｇ/

日より少ない一方で、間食の量は69.6g/日（目標は20ｇ/日）であり、摂りすぎていること

がわかっています。今後も、野菜摂取と間食の食べ過ぎに注意し、油脂を摂りすぎない取

り組みを継続する必要があります。  

 

健康のために運動する人は増加傾向 

日頃から、日常生活の中で、健康の維持・増進のために意識的に体を動かしている人は

20.8％となり、前回調査（18.2％）と大きな違いはみられませんでした。しかし、継続回

答者のみの結果で比較すると、前回が16.1％、今回が23.3％となり、7.2ポイント増加して

います。また、３階ぐらいの高さを上るときに「ほとんど階段を利用する」人の33.3％が

健康の維持・増進のために意識的に体を動かしていることからも、日常生活の中で活動量

を増やそうとしている人の意識と行動が連動してきているものと考えられます。 

同様に、１日30分以上の運動を週２回以上行うことを１年以上継続している人は16.9％

であり、前回調査（16.7％）とほぼ変わっていません。しかし、継続回答者のみの結果で

比較すると、前回が18.0％、今回が21.6％となり、3.6ポイント増加しています。これらの

ことから、健康における運動の大切さを理解した人（健康づくりに関心のある層）の行動

は変化してきているが、町民全体でみた場合の運動者の割合には大きな変化が見られない
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のではないかと考えられます。 

また、１日の歩行時間をみると、今回調査では、１日の歩行時間が「30分未満」の人は

32.0％、「30分～60分未満」の人が40.1％となっています。１日の歩行が「30分未満」とい

う人は前回（36.5％）よりも減少し、「30分～60分未満」という人は前回（37.3％）よりも

増加しています。 

以上のことから、今後は、健康づくりに関心を持ち、意識する層をさらに増やすことで、

日常生活の活動量を増やし、さらにはウォーキング等の運動習慣へとつなげることが求め

られます。 

 

睡眠による休養が取れている人が減少 

この１か月間にストレスを感じた人、ストレスの解消方法がある人の割合は、前回調査

と今回調査の間にほとんど差がみられませんでした。一方、最近１か月の睡眠で休養が「十

分に取れている」人は18.8％（前回20.7％）、「まあまあ取れている」人は52.5％（前回55.1％）

であり、前回調査よりもわずかですが減少しています。睡眠による休養が取れている人の

減少は、心身両面の健康リスク上昇に影響を及ぼすものと考えられます。 

 

喫煙は横ばい、禁煙希望者は減少 

喫煙者は16.0％であり、前回調査（16.3％）とほとんど変化がありません。しかしなが

ら、その一方で、禁煙希望者は前回調査（22.1％）よりも減少しています（今回調査17.4％）。

継続回答者のみの結果で比較すると、その差はさらに顕著になり、禁煙希望者は前回が

29.8％、今回が16.0％と、13.8ポイント減少しています。たばこの健康リスクや禁煙の必

要性への周知は今後も継続し、公共機関の禁煙やがん検診での早期発見、予防へとつなげ

ていく必要があります。 

 

社会参加・地域参加 

町内会の活動やボランティアなど、地域の活動に参加することが「大切である」「どちら

かといえば大切である」と考えている人は96.6％であり、前回調査（95.8％）と大きな違

いは見られません。 

地域の人たちが互いに助け合っていると思う人（「そう思う」人と「どちらかといえばそ

う思う」人）は77.2%であり、前回調査（73.1％）より4.1ポイント増加しています。 

一方、「ハートフルウォーク」「はあとぴあまつり」「健康づくりフォーラム」などの町の

事業に参加したことがある人は、継続回答者のみの結果で比較すると、前回が56.4％、今

回が61.5％となり、5.1ポイント増加しています。 

こうした結果から、地域への参加や助け合いを大切にする地域性だからこそ、げん（塩）

げん（量）運動が浸透されたと考えられ、これは美浜町の健康づくり施策をすすめていく

上では「強み」と考えます。今後も地域への参加を促進し、より一層信頼関係を強め、地

域全体で健康づくりを今後も促進していくことが大切だと考えられます。 
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２ 回答者の属性 

２－１ 年齢 

問１ あなたの年齢（数字記入）【平成29年6月1日現在】 

 

● 回答者の年齢は、50歳代（29.5％）が最も高く、次いで60歳代（27.5％）が高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－２ 性別 

問２ あなたの性別（１つだけ） 

 

● 性別は、男性が40.9％、女性が58.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数=826

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

無回答

(%)

5.7

7.0

22.5

29.5

27.5

6.4

1.3

0 20 40

件数=826

男性

40.9%

女性

58.1%

無回答

1.0%

今回調査：件数=361

前回調査：件数=361

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

無回答

(%)

3.0

4.4

21.9

35.5

28.5

5.0

1.7

3.0

5.8

24.1

39.1

23.3

4.2

0.6

0 20 40 60
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２－３ 家族構成 

問３ あなたの家族構成はどのようになっていますか。（１つだけ） 

 

● 家族構成は、「二世代世帯（親と子）」（51.9％）、が最も高く、次いで「三世代世帯（親

と子と孫）」（22.4％）、「夫婦のみ」（15.4％）が高くなっています。また、「一人暮らし」

は4.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、大きな差はみられませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数
82615.4 51.9 22.4 4.7 

4.0 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夫婦のみ 二世代世帯（親と子）

三世代世帯（親と子と孫） 一人暮らし

その他 無回答

件数

今回調査 361

前回調査 361

15.8

13.6

49.0

51.2

24.9

26.6

3.9

3.9

3.9

3.0

2.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

夫婦のみ 二世代世帯（親と子）

三世代世帯（親と子と孫） 一人暮らし

その他 無回答
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２－４ 職業 

問４ あなたの職業は何ですか。（１つだけ）  ※パート・アルバイトも含みます。 

 

● 職業は、「労務職」（29.4％）が最も高く、次いで「事務職」（28.7％）、「その他」（15.0％）

が高くなっています。 

 

● 前回調査と比較すると、大きな差はみられませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「事務職」とは、主にデスクワークを中心とする仕事。 

「労務職」とは、体を動かす労働を中心とする仕事で、調理師、看護師などの技能労務職も含みます。 

 

 

今回調査

前回調査

件数=826

農林漁業

商工サービス業

自由業

事務職

労務職

家事専業

学生

その他

無回答

(%)

1.8

6.8

2.9

28.7

29.4

12.3

0.7

15.0

2.3

0 20 40
今回調査：件数=361

前回調査：件数=361

農林漁業

商工サービス業

自由業

事務職

労務職

家事専業

学生

その他

無回答

(%)

1.1

7.8

1.9

31.6

28.8

11.1

0.0

15.5

2.2

1.1

6.4

0.6

33.2

28.8

11.1

0.0

17.5

1.4

0 20 40



40 

３ 健康に関する意識や知識について 

３－１ 身長・体重・ＢＭＩ 

問５-１ あなたの身長および体重をお答えください。（数字記入） 

 

● 回答者の身長および体重からＢＭＩ※値を計算すると、「やせ」（ＢＭＩ値が18.5未満）は

5.8％、「肥満」（ＢＭＩ値が25.0以上）は23.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、「肥満」（25.8％→22.1％）が3.7ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 年代別でみると、「やせ」は20歳代（22.7％）が、「肥満」は40歳代（32.0％）と70歳以

上（31.4％）が、他の年代層と比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数

7875.8 70.6 23.5
0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

やせ 普通 肥満 無回答 D

件数

今回調査 340

前回調査 353

5.9

6.2

72.1

68.0

22.1

25.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

やせ 普通 肥満 D

上段：実数
下段：（％）

件

　
数

や

せ

正

常

肥

満

全　体 787 46 556 185
 100.0 5.8 70.6 23.5
問１　年代

20歳代 44 10 30 4

 100.0 22.7 68.2 9.1

30歳代 53 7 40 6

 100.0 13.2 75.5 11.3
40歳代 178 7 114 57

 100.0 3.9 64.0 32.0

50歳代 234 11 174 49
 100.0 4.7 74.4 20.9

60歳代 224 9 163 52
 100.0 4.0 72.8 23.2
70歳以上 51 2 33 16

 100.0 3.9 64.7 31.4
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３－２ ＢＭＩの認知度 

問５-２ 「ＢＭＩ」について、知っていますか。（１つだけ） 

 

● 「ＢＭＩ」の認知については、「知っている」は76.2％、「知らない」は22.3％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

※BMI とはボディマスインデックスの略で、身長からみた体重の割合のことです。 

 

 

 

 

３－３ ＢＭＩの算出法の認知度 

【問５-２で「１．知っている」と答えた方にお聞きします。】 

問５-３ 「ＢＭＩ」の算出方法を知っていますか。（１つだけ） 

 

● ＢＭＩについて「知っている」人に、ＢＭＩの算出方法をたずねたところ、「知っている」

は66.5％、「知らない」は33.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数
82676.2 22.3 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答 D

件数
629

66.5 33.1 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答 D
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３－４ 自身の適正体重の認知度 

問５-４ ご自身の適正体重を知っていますか。（１つだけ） 

 

● 自分の適正体重の認知については、「知っている」は70.7％、「知らない」は25.1％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、「知っている」（84.2％→74.8％）が9.4ポイント減少し、「知ら

ない」（15.2％→20.5％）が5.3ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数
82670.7 25.1 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答 D

件数

今回調査 361

前回調査 361

74.8

84.2

20.5

15.2

4.7

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答 D
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３－５ 定期的な体重測定の実施 

問６ あなたは定期的に（１か月に１回以上）体重をはかっていますか。（１つだけ） 

 

● 定期的な体重測定については、「はかっている」は73.4％、「はかっていない」は23.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、「はかっている」（74.8％→78.1％）が3.3ポイント増加し、「は

かっていない」（24.7％→18.8％）が5.9ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 年代別でみると、「はかっている」は20歳代から60歳代では７割以上、70歳以上（64.2％）

では７割以下となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数
82673.4 23.8 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はかっている はかっていない 無回答 D

件数

今回調査 361

前回調査 361

78.1

74.8

18.8

24.7

3.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はかっている はかっていない 無回答 D

上段：実数
下段：（％）

件
　

数

は
か
っ

て
い
る

は
か
っ

て
い
な
い

無
回

答

全　体 826 606 197 23

 100.0 73.4 23.8 2.8
問１　年代
20歳代 47 36 11      -

 100.0 76.6 23.4      -

30歳代 58 44 14      -

 100.0 75.9 24.1      -

40歳代 186 133 51 2

 100.0 71.5 27.4 1.1

50歳代 244 188 55 1

 100.0 77.0 22.5 0.4

60歳代 227 168 52 7

 100.0 74.0 22.9 3.1

70歳以上 53 34 14 5

 100.0 64.2 26.4 9.4
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３－６ 定期的な血圧測定の実施 

問７ あなたは定期的にご家庭などで血圧をはかっていますか。（１つだけ） 

 

● 家庭等での定期的な血圧測定については、「はかっている」は38.7％、「はかっていない」

は59.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、大きな差はみられませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 年代別でみると、「はかっている」は60歳代（55.5％）、70歳以上（56.6％）で高くなっ

ています。一方、「はかっていない」は20歳代（83.0％）、30歳代（82.8％）、40歳代（72.0％）

で高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数

82638.7 59.4 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はかっている はかっていない 無回答 D

件数

今回調査 361

前回調査 361

41.6

38.2

56.0

61.2

2.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はかっている はかっていない 無回答 D

上段：実数
下段：（％）

件
　

数

は
か
っ

て
い
る

は
か
っ

て
い
な

い

無
回

答

全　体 826 320 491 15

 100.0 38.7 59.4 1.8
問１　年代
20歳代 47 8 39      -

 100.0 17.0 83.0      -

30歳代 58 10 48      -

 100.0 17.2 82.8      -

40歳代 186 51 134 1

 100.0 27.4 72.0 0.5

50歳代 244 93 151      -
 100.0 38.1 61.9      -
60歳代 227 126 97 4

 100.0 55.5 42.7 1.8

70歳以上 53 30 21 2

 100.0 56.6 39.6 3.8
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３－７ 「メタボリックシンドローム」の認知度 

問８ 「メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）」を知っていますか。（１つだけ） 

 

● 「メタボリックシンドローム」の認知については、「知っている」は92.4％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、大きな差はみられませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数

今回調査 361

前回調査 361

94.5

97.5

3.0

1.9

2.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答 D

件数

82692.4 5.9
1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答 D
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３－８ 美浜町の高齢者に高血圧が多いことの認知度 

問９ あなたは、美浜のひとに高血圧が多いことを知っていますか。（１つだけ） 

 

● 美浜町に高血圧の人が多いことの認知については、「知っている」は53.0％、「知らない」

は45.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、「知っている」（49.9％→60.1％）は10.2ポイント増加していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数

82653.0 45.3 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答 D

件数

今回調査 361

前回調査 361

60.1

49.9

37.4

49.6

2.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答 D
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４ 「げん（塩）げん（量）運動」について 

４－１ 「げん（塩）げん（量）運動」の認知度 

問10 あなたは、町が推進する「げん（塩）げん（量）運動」を知っていますか。 

                                （１つだけ） 

 

● 「げん（塩）げん（量）運動」の認知については、「よく知っている」は50.2％、「聞い

たことはある」が41.4％となっています。これらをあわせた『知っている』は計91.6％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、「よく知っている」（55.7％→60.1％）は4.4ポイント増加してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

件数

82650.2 41.4 7.3
1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 聞いたことはある

ほとんど知らない 無回答

件数

今回調査 361

前回調査 361

60.1

55.7

34.6

40.2

3.6

3.6

1.7

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 聞いたことはある

ほとんど知らない 無回答
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● 年代別でみると、「よく知っている」は30歳代（50.0％）、50歳代（53.7％）、60歳代（59.0％）

で高くなっています。一方、「ほとんど知らない」は20歳代（21.3％）で高くなっています。 

● 家族構成別でみると、「よく知っている」は三世代世帯（59.5％）で高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：実数
下段：（％）

件
　
数

よ
く
知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
は
あ
る

ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い

無
回
答

全　体 826 415 342 60 9
 100.0 50.2 41.4 7.3 1.1
問１　年代
20歳代 47 14 23 10      -

 100.0 29.8 48.9 21.3      -

30歳代 58 29 25 4      -

 100.0 50.0 43.1 6.9      -

40歳代 186 82 91 13      -
 100.0 44.1 48.9 7.0      -
50歳代 244 131 97 15 1

 100.0 53.7 39.8 6.1 0.4

60歳代 227 134 77 16      -

 100.0 59.0 33.9 7.0      -

70歳以上 53 25 26 2      -
 100.0 47.2 49.1 3.8      -
問３　家族構成
夫婦のみ 127 59 55 12 1
 100 46.5 43.3 9.4 0.8
二世代世帯 429 210 190 29      -
（親と子） 100.0 49.0 44.3 6.8      -
三世代世帯 185 110 64 11      -

（親と子と孫） 100.0 59.5 34.6 5.9      -

一人暮らし 39 14 20 5      -
 100.0 35.9 51.3 12.8      -
その他 33 19 12 2      -
 100.0 57.6 36.4 6.1      -
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４－２ 高血圧と「塩分の摂りすぎ」「肥満」との関係性 

【問10で「１ よく知っている」「２ 聞きたいことはある」と答えた方にお聞きします。】 

問11 「げん（塩）げん（量）運動」では、美浜のひとに高血圧が多い主な原因として、

「塩分の摂りすぎ」と「肥満」に着目しています。あなたはこのことを知っていま

すか。（１つだけ） 

 

● 「げんげん運動」を『知っている』人に、美浜町に高血圧の人が多い主な原因の認知に

ついてたずねたところ、「よく知っている」は48.6％が最も高くなっています。これに「聞

いたことはある」（42.7％）を加えた『知っている』は計91.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、「よく知っている」は（51.7％→56.4％）は4.7ポイント増加し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数
75748.6 42.7 7.9

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 聞いたことはある

ほとんど知らない 無回答

件数

今回調査 342

前回調査 346

56.4

51.7

37.4

39.3

5.6

8.4

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 聞いたことはある

ほとんど知らない 無回答
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４－３ 高血圧と、「運動不足」「たばこ」「過剰な飲酒」「ストレス」との関係性 

【問10で「１ よく知っている」「２ 聞いたことはある」と答えた方にお聞きします。】 

問12 また、「げん（塩）げん（量）運動」では、塩分の摂りすぎと肥満以外に高血圧

の原因となる生活習慣として、「運動不足」「たばこ」「過剰な飲酒」「ストレス」を

あげています。あなたはこのことを知っていますか。（１つだけ） 

 

● 「げんげん運動」を『知っている』人に、高血圧の原因となる生活習慣の認知について

たずねたところ、「よく知っている」は43.6％、「聞いたことはある」は43.9％となってい

ます。これらをあわせた『知っている』は計87.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、大きな差はみられませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数

75743.6 43.9 6.7
5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 聞いたことはある

ほとんど知らない 無回答

件数

今回調査 342

前回調査 346

49.7

47.4

39.2

41.3

7.3

7.5

3.8

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 聞いたことはある

ほとんど知らない 無回答
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５ 「げんげん運動 ７つの健康行動」について 

５－１ げんげん運動」が提案する「７つの健康行動」の認知度 

問13 あなたは、「げんげん運動」が提案する「７つの健康行動」を知っていますか。

（１つだけ） 

 

● 「げんげん運動」が提案する「７つの健康行動」の認知については、「よく知っている」

は12.5％、「聞いたことはある」は35.5％となっています。これらをあわせた『知っている』

は計48.0％となっています。一方、「ほとんど知らない」は49.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、「聞いたことはある」（37.7％→41.6％）は3.9ポイント増加し、

『知っている』（49.1％→55.7％）は6.6ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

件数

82612.5 35.5 49.9
2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 聞いたことはある

ほとんど知らない 無回答

件数

今回調査 361

前回調査 361

14.1

11.4

41.6

37.7

41.3

48.8

3.0

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく知っている 聞いたことはある

ほとんど知らない 無回答
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● 年代別でみると、「ほとんど知らない」は40歳代以下で５割以上と高くなっています。一

方、『知っている』（「よく知っている」「聞いたことはある」の合計）は50歳代以上で高く

なっています。 

● 性別でみると、『知っている』は男性（45.5％）よりも女性（50.5％）で高くなっていま

す。 

● 家族構成別でみると、「ほとんど知らない」は夫婦のみ（50.4％）と二世代世帯（52.7％）

で５割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：実数
下段：（％）

件
　
数

よ
く
知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
は
あ
る

ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い

無
回
答

全　体 826 103 293 412 18
 100.0 12.5 35.5 49.9 2.2
問１　年代
20歳代 47 3 10 34      -

 100.0 6.4 21.3 72.3      -

30歳代 58 4 19 35      -

 100.0 6.9 32.8 60.3      -

40歳代 186 18 60 108      -

 100.0 9.7 32.3 58.1      -

50歳代 244 36 91 115 2

 100.0 14.8 37.3 47.1 0.8

60歳代 227 38 88 97 4

 100.0 16.7 38.8 42.7 1.8

70歳以上 53 4 24 21 4

 100.0 7.5 45.3 39.6 7.5

問２　性別  
男性 338 37 117 183 1
 100.0 10.9 34.6 54.1 0.3
女性 480 66 176 228 10

 100.0 13.8 36.7 47.5 2.1

問３　家族構成
夫婦のみ 127 14 47 64 2

 100.0 11.0 37.0 50.4 1.6

二世代世帯 429 51 147 226 5

（親と子） 100.0 11.9 34.3 52.7 1.2

三世代世帯 185 28 67 87 3
（親と子と孫） 100.0 15.1 36.2 47.0 1.6
一人暮らし 39 3 18 18      -
 100.0 7.7 46.2 46.2      -
その他 33 6 13 14      -
 100.0 18.2 39.4 42.4      -
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５－２ 「げんげん運動」の実践度 

問14 「げんげん運動」では、「７つの健康行動」として、以下の内容の実践を勧めて

います。あなたは、どの程度実践できていますか。（各１つずつ） 

 

● 「７つの健康行動」の実践状況についてみると、「ほぼ毎日実行している」は【①朝・昼・

晩、１日３食よく噛んで食べる】（36.8％）で高くなっています。②～⑥の項目では、「意

識しているが実行できない日もある」が高く、特に【④油や脂肪を控えた食事をとる】

（52.4％）では５割以上となっています。 

  また、【⑦年１回健診を受けて身体のチェックをします】は、「毎年受診している」が82.2％、

「受診していない年もある」が10.7％、「受診していない」が4.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

件数

①朝・昼・晩、１日３食よく噛んで食
　べる 826

②減塩の食事を心がける 826

③自分にあった量の食事をとる 826

④油や脂肪を控えた食事をとる 826

⑤毎食、手のひら一杯の野菜を食べる 826

⑥間食の食べすぎに注意する 826

36.8 

14.9 

14.9 

15.5 

20.7 

20.6 

33.2 

47.1 

44.9 

52.4 

48.8 

43.0 

22.5 

28.8 

29.2 

24.7 

24.9 

26.8 

6.5 

7.6 

9.7 

6.1 

4.6 

7.7 

1.0 

1.6 

1.3 

1.3 

1.0 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日実行している

意識しているが実行できない日もある

なかなか実行できない

実行しようとしていなかった

無回答

件数

⑦年１回健診を受けて身体のチェック

　をします
82682.2 10.7 4.5 

1.3 
1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎年受診している 受診しない年もある

受診していない その他

無回答 D
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● 前回調査と比較すると、「ほぼ毎日実行している」は【⑥間食の食べすぎに注意する】

（15.5％→19.7％）で4.2ポイント増加しています。「意識しているが実行できない日もあ

る」は【②減塩の食事を心がける】（46.5％→52.6％）で6.1ポイント、【③自分にあった量

の食事をとる】（41.0％→47.1）で6.1ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜参考＞げんげん運動」の「７つの健康行動」 

【朝・昼・晩、１日３食よく噛んで食べる】 

（「１日３食規則正しく食べましょう」、「おいしい食事を味わって食べましょう」 など） 

【減塩の食事を心がける】 

（「塩辛い食事は控え、食塩は１日に男性は８ｇ、女性は７ｇ未満にしましょう」 など） 

【自分にあった量の食事をとる】 

（「自分の１日の適正なエネルギー量を知りましょう」 など） 

【油や脂肪を控えた食事をとる】 

（「動物、植物、魚由来の脂肪をバランスよくとりましょう」 など） 

【毎食、手のひら一杯の野菜を食べる】 

（「1 日に必要な野菜の摂取量は 350ｇ以上です」 など） 

【間食の食べすぎに注意する】 

（「間食で、１日の栄養素の不足が補えるような種類を選びましょう」 など） 

【年１回健診を受けて身体のチェックをします】 

（「年に１回は健診を受け、自分の体の状態を知りましょう」 など） 

  

今回調査：件数=361

前回調査：件数=361

①朝・昼・晩、１日３食
  よく噛んで食べる

②減塩の食事を心がける

③自分にあった量の食事
  をとる

④油や脂肪を控えた食事
  をとる

⑤毎食、手のひら一杯の
  野菜を食べる

⑥間食の食べすぎに注意
  する

33.2 

11.9 

11.9 

11.9 

18.8 

19.7 

34.3 

52.6 

47.1 

47.1 

53.7 

46.3 

27.4 

29.1 

32.4 

32.4 

23.5 

26.0 

4.7 

5.8 

7.8 

7.8 

3.3 

6.6 

0.3 

0.6 

0.8 

0.8 

0.6 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

32.7 

15.5 

15.2 

15.8 

16.3 

15.5 

37.1 

46.5 

41.0 

51.5 

52.1 

44.9 

26.0 

29.9 

34.1 

27.7 

28.5 

32.7 

3.0 

7.2 

8.9 

3.6 

2.5 

6.1 

1.1 

0.8 

0.8 

1.4 

0.6 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日実行している 意識しているが実行できない日もある

なかなか実行できない 実行しようとしていなかった

無回答 D

【今回調査】           【前回調査】 
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【「げんげん運動」の７つの行動と生活環境・行動との関係】 

 

 

【①朝・昼・晩、１日３食よく噛んで食べる】 

● 日頃からバランスのとれた食事の心がけ（問17）別でみると、「ほぼ毎日実行している」

は、いつも心がけている（58.9％）で高く、「なかなか実行できない」は、心がけてはいな

い（42.7％）で高くなっています。 

● 健康の維持や増進のための意識的な運動の実践（問20）別でみると、「ほぼ毎日実行して

いる」は、いつもしている（49.4％）で高く、「なかなか実行できない」は、していない（30.4％）

で高くなっています。 

● 睡眠による休養の充足度（問26）別でみると、「ほぼ毎日実行している」は十分に取れて

いる（53.5％）で高く、「なかなか実行できない」は、まったく取れていない（40.0％）で

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【①朝・昼・晩、１日３食よく噛んで食べる】

上段：実数
下段：（％）

件
　
数

ほ
ぼ
毎
日
実
行
し

て
い
る

意
識
し
て
い
る
が

実
行
で
き
な
い
日

も
あ
る

な
か
な
か
実
行
で

き
な
い

実
行
し
よ
う
と
し

て
い
な
か
っ

た

無
回
答

全　体 826 304 274 186 54 8
 100.0 36.8 33.2 22.5 6.5 1.0
問17　日頃からバランスのとれた食事の心がけ
いつも心がけている 141 83 36 17 5      -

100.0 58.9 25.5 12.1 3.5      -

まあまあ心がけてい 591 208 221 133 28 1
る 100.0 35.2 37.4 22.5 4.7 0.2
心がけてはいない 82 13 14 35 20      -

100.0 15.9 17.1 42.7 24.4      -

問20　健康の維持や増進のための意識的な運動の実践
いつもしている 172 85 47 33 6 1

 100.0 49.4 27.3 19.2 3.5 0.6

時々している 420 155 160 84 20 1
 100.0 36.9 38.1 20.0 4.8 0.2
していない 227 63 67 69 27 1

 100.0 27.8 29.5 30.4 11.9 0.4

問26　睡眠による休養の充足度  
十分に取れている 155 83 39 24 8 1

100.0 53.5 25.2 15.5 5.2 0.6

まあまあ取れている 434 153 155 91 29 6
100.0 35.3 35.7 21.0 6.7 1.4

あまり取れていない 194 59 65 55 14 1
100.0 30.4 33.5 28.4 7.2 0.5

まったく取れていな 30 6 9 12 3      -

い 100.0 20.0 30.0 40.0 10.0      -
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【②減塩の食事を心がける】 

● 日頃からバランスのとれた食事の心がけ（問17）別でみると、「意識しているが実行でき

ない日もある」は、いつも心がけている（51.8％）、まあまあ心がけている（50.9％）で高

く、「なかなか実行できない」は、心がけてはいない（50.0％）で高くなっています。 

  また、「ほぼ毎日実行している」はいつも心がけているが他の心がけ度よりも高くなって

います。 

● 健康の維持や増進のための意識的な運動の実践（問20）別でみると、「意識しているが実

行できない日もある」は、いつもしている（47.7％）、時々している（51.7％）で高く、「な

かなか実行できない」は、していない（37.4％）で高くなっています。 

  また、「ほぼ毎日実行している」はいつもしているが他の実践度よりも高くなっています。 

● 睡眠による休養の充足度（問26）別でみると、いずれの睡眠充足度についても「意識し

ているが実行できない日もある」の割合が４割台となっています。 

  また、「ほぼ毎日実行している」は十分取れているが他の充足度よりも高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【②減塩の食事を心がける】

上段：実数
下段：（％）

件
　
数

ほ
ぼ
毎
日
実
行
し
て
い

る 意
識
し
て
い
る
が
実
行

で
き
な
い
日
も
あ
る

な
か
な
か
実
行
で
き
な

い 実
行
し
よ
う
と
し
て
い

な
か
っ

た

無
回
答

全　体 826 123 389 238 63 13
 100.0 14.9 47.1 28.8 7.6 1.6
問17　日頃からバランスのとれた食事の心がけ
いつも心がけている 141 52 73 11 5      -

100.0 36.9 51.8 7.8 3.5      -

まあまあ心がけてい 591 66 301 184 35 5

る 100.0 11.2 50.9 31.1 5.9 0.8

心がけてはいない 82 5 13 41 22 1

100.0 6.1 15.9 50.0 26.8 1.2

問20　健康の維持や増進のための意識的な運動の実践
いつもしている 172 41 82 38 9 2

 100.0 23.8 47.7 22.1 5.2 1.2

時々している 420 63 217 114 22 4

 100.0 15.0 51.7 27.1 5.2 1.0

していない 227 18 90 85 32 2

 100.0 7.9 39.6 37.4 14.1 0.9

問26　睡眠による休養の充足度  
十分に取れている 155 37 77 33 7 1

100.0 23.9 49.7 21.3 4.5 0.6

まあまあ取れている 434 58 205 126 36 9

100.0 13.4 47.2 29.0 8.3 2.1

あまり取れていない 194 23 91 63 14 3

100.0 11.9 46.9 32.5 7.2 1.5

まったく取れていな 30 1 13 10 6      -

い 100.0 3.3 43.3 33.3 20.0      -
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【③自分にあった量の食事をとる】 

● 日頃からバランスのとれた食事の心がけ（問17）別でみると、「意識しているが実行でき

ない日もある」は、いつも心がけている（48.9％）、まあまあ心がけている（49.1％）で高

く、「なかなか実行できない」は、心がけてはいない（47.6％）で高くなっています。 

  また、「ほぼ毎日実行している」はいつも心がけているが他の心がけ度よりも高くなって

います。 

● 健康の維持や増進のための意識的な運動の実践（問20）別でみると、「意識しているが実

行できない日もある」は、いつもしている（45.3％）、時々している（50.2％）で高くなっ

ています。 

  また、「ほぼ毎日実行している」はいつもしているが他の実践度よりも高くなっています。 

● 睡眠による休養の充足度（問26）別でみると、「意識しているが実行できない日もある」

は、十分に取れている（43.9％）、まあまあ取れている（48.8％）、で高く、「なかなか実行

できない」は、まったく取れていない（43.3％）で高くなっています。 

  また、「ほぼ毎日実行している」は十分取れているが他の充足度よりも高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【③自分にあった量の食事をとる】

上段：実数
下段：（％）

件
　
数

ほ
ぼ
毎
日
実
行
し
て
い

る 意
識
し
て
い
る
が
実
行

で
き
な
い
日
も
あ
る

な
か
な
か
実
行
で
き
な

い 実
行
し
よ
う
と
し
て
い

な
か
っ

た

無
回
答

全　体 826 123 371 241 80 11
 100.0 14.9 44.9 29.2 9.7 1.3
問17　日頃からバランスのとれた食事の心がけ
いつも心がけている 141 54 69 9 7 2

100.0 38.3 48.9 6.4 5.0 1.4

まあまあ心がけてい 591 64 290 191 44 2

る 100.0 10.8 49.1 32.3 7.4 0.3

心がけてはいない 82 5 10 39 28      -

100.0 6.1 12.2 47.6 34.1      -

問20　健康の維持や増進のための意識的な運動の実践
いつもしている 172 46 78 37 10 1

 100.0 26.7 45.3 21.5 5.8 0.6

時々している 420 54 211 127 25 3

 100.0 12.9 50.2 30.2 6.0 0.7

していない 227 23 82 76 45 1

 100.0 10.1 36.1 33.5 19.8 0.4

問26　睡眠による休養の充足度  
十分に取れている 155 45 68 31 10 1

100.0 29.0 43.9 20.0 6.5 0.6

まあまあ取れている 434 56 212 115 42 9

100.0 12.9 48.8 26.5 9.7 2.1

あまり取れていない 194 18 77 77 21 1

100.0 9.3 39.7 39.7 10.8 0.5

まったく取れていな 30 1 10 13 6      -

い 100.0 3.3 33.3 43.3 20.0      -
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【④油や脂肪を控えた食事をとる】 

● 日頃からバランスのとれた食事の心がけ（問17）別でみると、「意識しているが実行でき

ない日もある」は、いつも心がけている（48.9％）、まあまあ心がけている（58.5％）で高

く、「なかなか実行できない」は、心がけてはいない（50.0％）で高くなっています。 

  また、「ほぼ毎日実行している」はいつも心がけているが他の心がけ度よりも高くなって

います。 

● 健康の維持や増進のための意識的な運動の実践（問20）別でみると、「意識しているが実

行できない日もある」は、時々している（60.0％）で高くなっています。 

  また、「ほぼ毎日実行している」はいつもしているが他の実践度よりも高くなっています。 

● 睡眠による休養の充足度（問26）別でみると、「意識しているが実行できない日もある」

は、十分に取れている（55.5％）、まあまあ取れている（53.0％）、「あまり取れていない」

（51.0％）で高く、「なかなか実行できない」は、まったく取れていない（40.0％）で高く

なっています。 

  また、「ほぼ毎日実行している」は十分取れているが他の充足度よりも高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【④油や脂肪を控えた食事をとる】

上段：実数
下段：（％）

件
　
数

ほ
ぼ
毎
日
実
行
し

て
い
る

意
識
し
て
い
る
が

実
行
で
き
な
い
日

も
あ
る

な
か
な
か
実
行
で

き
な
い

実
行
し
よ
う
と
し

て
い
な
か
っ

た

無
回
答

全　体 826 128 433 204 50 11
 100.0 15.5 52.4 24.7 6.1 1.3
問17　日頃からバランスのとれた食事の心がけ
いつも心がけている 141 60 69 7 4 1

100.0 42.6 48.9 5.0 2.8 0.7

まあまあ心がけてい 591 66 346 154 22 3

る 100.0 11.2 58.5 26.1 3.7 0.5

心がけてはいない 82 2 16 41 23      -

100.0 2.4 19.5 50.0 28.0      -

問20　健康の維持や増進のための意識的な運動の実践
いつもしている 172 55 79 29 8 1

 100.0 32.0 45.9 16.9 4.7 0.6

時々している 420 57 252 93 15 3

 100.0 13.6 60.0 22.1 3.6 0.7

していない 227 16 102 82 26 1

 100.0 7.0 44.9 36.1 11.5 0.4

問26　睡眠による休養の充足度  
十分に取れている 155 37 86 24 7 1

100.0 23.9 55.5 15.5 4.5 0.6

まあまあ取れている 434 66 230 101 28 9

100.0 15.2 53.0 23.3 6.5 2.1

あまり取れていない 194 19 99 64 11 1

100.0 9.8 51.0 33.0 5.7 0.5

まったく取れていな 30 3 11 12 4      -

い 100.0 10.0 36.7 40.0 13.3      -
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【⑤毎食、手のひら一杯の野菜を食べる】 

● 日頃からバランスのとれた食事の心がけ（問17）別でみると、「意識しているが実行でき

ない日もある」は、いつも心がけている（44.0％）、まあまあ心がけている（54.0％）で高

く、「なかなか実行できない」は、心がけてはいない（45.1％）で高くなっています。 

  また、「ほぼ毎日実行している」はいつも心がけているが他のこころがけ度よりも高くな

っています。 

● 健康の維持や増進のための意識的な運動の実践（問20）別でみると、いずれも「意識し

ているが実行できない日もある」で４割以上となっています。 

● 睡眠による休養の充足度（問26）別でみると、「意識しているが実行できない日もある」

は、十分に取れている（45.8％）、まあまあ取れている（48.8％）、あまり取れていない（54.1％）

で高く、「なかなか実行できない」は、まったく取れていない（46.7％）で高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【⑤毎食、手のひら一杯の野菜を食べる】

上段：実数
下段：（％）

件
　
数

ほ
ぼ
毎
日
実
行
し
て
い

る 意
識
し
て
い
る
が
実
行

で
き
な
い
日
も
あ
る

な
か
な
か
実
行
で
き
な

い 実
行
し
よ
う
と
し
て
い

な
か
っ

た

無
回
答

全　体 826 171 403 206 38 8
 100.0 20.7 48.8 24.9 4.6 1.0
問17　日頃からバランスのとれた食事の心がけ
いつも心がけている 141 60 62 17 1 1

100.0 42.6 44.0 12.1 0.7 0.7

まあまあ心がけてい 591 104 319 151 17      -

る 100.0 17.6 54.0 25.5 2.9      -

心がけてはいない 82 5 21 37 19      -

100.0 6.1 25.6 45.1 23.2      -

問20　健康の維持や増進のための意識的な運動の実践
いつもしている 172 55 79 32 6      -

 100.0 32.0 45.9 18.6 3.5      -

時々している 420 91 214 103 11 1

 100.0 21.7 51.0 24.5 2.6 0.2

していない 227 25 110 70 21 1

 100.0 11.0 48.5 30.8 9.3 0.4

問26　睡眠による休養の充足度  
十分に取れている 155 42 71 37 4 1

100.0 27.1 45.8 23.9 2.6 0.6

まあまあ取れている 434 90 212 106 20 6

100.0 20.7 48.8 24.4 4.6 1.4

あまり取れていない 194 28 105 47 13 1

100.0 14.4 54.1 24.2 6.7 0.5

まったく取れていな 30 8 7 14 1      -

い 100.0 26.7 23.3 46.7 3.3      -
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【⑥間食の食べすぎに注意する】 

● 日頃からバランスのとれた食事の心がけ（問17）別でみると、「ほぼ毎日実行している」

はいつも心がけている（40.4％）で高く、「意識しているが実行できない日もある」は、い

つも心がけている（40.4％）、まあまあ心がけている（47.2％）で高くなっています。「な

かなか実行できない」は、心がけてはいない（42.7％）で高くなっています。 

  また、「ほぼ毎日実行している」はいつも心がけているが他の心がけ度よりも高くなって

います。 

● 健康の維持や増進のための意識的な運動の実践（問20）別でみると、いずれもの実践度

についても「意識しているが実行できない日もある」の割合が最も高くなっています。 

  また、「ほぼ毎日実行している」はいつもしているが他の実践度よりも高くなっています。 

● 睡眠による休養の充足度（問26）別でみると、「意識しているが実行できない日もある」

は、十分に取れている（48.4％）、まあまあ取れている（41.7％）、あまり取れていない（44.3％）

で高く、「なかなか実行できない」は、まったく取れていない（40.0％）で高くなっていま

す。 

  また、「ほぼ毎日実行している」は十分取れている、まあまあ取れているが他の充足度よ

りも高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【⑥間食の食べすぎに注意する】

上段：実数
下段：（％）

件
　
数

ほ
ぼ
毎
日
実
行
し
て
い

る 意
識
し
て
い
る
が
実
行

で
き
な
い
日
も
あ
る

な
か
な
か
実
行
で
き
な

い 実
行
し
よ
う
と
し
て
い

な
か
っ

た

無
回
答

全　体 826 170 355 221 64 16
 100.0 20.6 43.0 26.8 7.7 1.9
問17　日頃からバランスのとれた食事の心がけ
いつも心がけている 141 57 57 22 4 1

100.0 40.4 40.4 15.6 2.8 0.7

まあまあ心がけてい 591 104 279 163 38 7

る 100.0 17.6 47.2 27.6 6.4 1.2

心がけてはいない 82 9 16 35 22      -

100.0 11.0 19.5 42.7 26.8      -

問20　健康の維持や増進のための意識的な運動の実践
いつもしている 172 47 77 36 10 2

 100.0 27.3 44.8 20.9 5.8 1.2

時々している 420 88 190 116 20 6

 100.0 21.0 45.2 27.6 4.8 1.4

していない 227 35 88 68 34 2

 100.0 15.4 38.8 30.0 15.0 0.9

問26　睡眠による休養の充足度  
十分に取れている 155 43 75 28 7 2

100.0 27.7 48.4 18.1 4.5 1.3

まあまあ取れている 434 101 181 108 33 11

100.0 23.3 41.7 24.9 7.6 2.5

あまり取れていない 194 23 86 67 16 2

100.0 11.9 44.3 34.5 8.2 1.0

まったく取れていな 30 2 9 12 7      -

い 100.0 6.7 30.0 40.0 23.3      -
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【⑦年１回健診を受けて身体のチェックをします】 

● 医療機関での健康診断の受診可能の認知度（問15-１）別でみると、「毎年受診している」

は知っている（84.1％）の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－３ 実践していること 

問14-１ その他、実践していることがあればお書きください。（自由記入） 

 

 

● その他、健康について実践していることをたずねたところ、69人から回答があり、“運動

をする”、“食事に気をつける”といった内容の回答が多くみられました。意見の内訳は下

表の通りです。 

 

 内 容 人数（人） 

１ 運動をする 41 

２ 食事に気をつける 20 

３ 通院・治療をしている（する） 3 

４ 健康診断を受ける 3 

５ 生活習慣に気をつける 2 

合 計 69 

 

  

【⑦年１回健診を受けて身体のチェックをします】

上段：実数
下段：（％）

件

　

数

毎

年

受
診

し

て
い

る

受

診

し
な

い

年
も

あ

る

受

診

し
て

い

な
い

そ

の

他

無

回

答

全　体 826 679 88 37 11 11

 100.0 82.2 10.7 4.5 1.3 1.3
問15- １医療機関での健康診断の受診可能の認知度

知っている 774 651 79 28 11 5

 100.0 84.1 10.2 3.6 1.4 0.6

知らない 45 27 9 9      -      -

 100.0 60.0 20.0 20.0      -      -
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● 続いて、７つの健康行動のいずれかについて「ほぼ毎日実行している」（もしくは「毎年

受診している」）と回答した人を『１つでも行動している人』とし、７つの健康行動のすべ

てについて「ほぼ毎日実行している」（もしくは「毎日受診している」）以外を回答した人

を『１つも行動していない人』として集計したところ、『１つでも行動している人』は91.2％、

『１つも行動していない人』は7.5％となっています。 

 

＜７つの健康行動の実践度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● また、【年１回健診を受けて身体のチェックをします】を除いた６つの健康行動について

同様に集計したところ、『１つでも行動している人』は59.4％、『１つも行動していない人』

は38.7％となっています。 

 

＜６つの健康行動（健診受診を除く）の実践度＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

件数=826

91.2%

7.5%
1.3%

1つでも行動

している人

１つも行動して

いない人

件数=826
59.4%

38.7%

1.9%

1つでも行動

している人

１つも行動して

いない人



63 

 

● げんげん運動の認知度別（問10）でみると、７つの健康行動・６つの健康行動ともに、

げんげん運動を「聞いたことはある」人より「よく知っている」人の方が「１つでも行動

している人」の割合が高く、「１つも行動していない人」の割合が低くなっています。 

● 高血圧の人が多い主な原因の認知度別（問11）でみると、７つの健康行動・６つの健康

行動ともに、主な原因の認知度が高いほど「１つでも行動している人」の割合は高く、「１

つも行動していない人」の割合は低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問14　「７つの健康行動」の実践 問14　『６つの健康行動』の実践

上段：実数
下段：（％）

件
　

数

１
つ

で
も
行
動
し

て
い

る
人

１
つ

も
行
動
し
て

い
な

い
人

無
回

答

上段：実数
下段：（％）

件
　

数

１
つ

で
も
行
動
し

て
い

る
人

１
つ

も
行
動
し
て

い
な

い
人

無
回

答

全　体 826 753 62 11 全　体 826 490 320 16
 100.0 91.2 7.5 1.3  100.0 59.3 38.7 1.9
問10　「げんげん運動」の認知 問10　「げんげん運動」の認知
よく知っている 415 401 11 3 よく知っている 415 278 130 7

 100.0 96.6 2.7 0.7  100.0 67.0 31.3 1.7
聞いたことはある 342 290 45 7 聞いたことはある 342 177 157 8
 100.0 84.8 13.2 2.0  100.0 51.8 45.9 2.3
ほとんど知らない 60 54 5 1 ほとんど知らない 60 29 30 1
 100.0 90.0 8.3 1.7  100.0 48.3 50.0 1.7
問11　高血圧の人が多い主な原因の認知 問11　高血圧の人が多い主な原因の認知

よく知っている 368 357 9 2 よく知っている 368 243 121 4
 100.0 97.0 2.4 0.5  100.0 66.0 32.9 1.1
聞いたことはある 323 283 34 6 聞いたことはある 323 180 135 8
 100.0 87.6 10.5 1.9  100.0 55.7 41.8 2.5
ほとんど知らない 60 47 12 1 ほとんど知らない 60 29 29 2
 100.0 78.3 20.0 1.7  100.0 48.3 48.3 3.3
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５－４ 医療機関での健康診断の受診可能の認知度 

問15-1 あなたは、医療機関でも健康診断を受けられることを知っていますか。（１つ

だけ） 

 

● 医療機関でも健康診断を受けられることの認知については、「知っている」は93.7％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、大きな差はみられませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－５ 医療機関で健康診断を受診した経験 

【問15-１で「１ 知っている」と答えた方にお聞きします。】 

問15-2 医療機関で健康診断を受けたことがありますか。（１つだけ） 

 

● 医療機関でも健康診断を受けられることを知っている人に、受診した経験をたずねたと

ころ、「ある」が68.5％、「ない」が30.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数

77468.5 30.9 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答 D

件数

82693.7 5.4
0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答 D

件数

今回調査 361

前回調査 361

93.4

93.6

6.4

6.1

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答 D
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５－６ 料理の際に使用する"だし" 

問16 あなたは、料理の際におもに何の“だし”を使っていますか。（１つだけ） 

 

● 料理の際の“だし”の使用については、「インスタントだしを使っている」（51.7％）が

最も高く、次いで「天然だしをとっている」（25.4％）が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、「その他のだしを使っている」（10.8％→15.0％）は4.2ポイント

増加し、「天然だしを使っている」（32.7％→26.0％）は6.7ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

件数

82625.4 51.7 14.5 2.1 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

天然だしをとっている インスタントだしを使っている

その他のだしを使っている だし汁は使わない

無回答 D

件数

今回調査 361

前回調査 361

26.0

32.7

52.4

52.1

15.0

10.8

1.7

0.6

5.0

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

天然だしをとっている インスタントだしを使っている

その他のだしを使っている だし汁は使わない

無回答 D
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● 年代別でみると、「インスタントだしを使っている」は20歳代（66.0％）、30歳代（65.5％）

で６割以上となっています。「天然だしをとっている」は70歳以上（32.1％）で高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：実数
下段：（％）

件
　
数

天
然
だ
し
（

か
つ
お
節
、

昆
布
、

煮

干
し
な
ど
）

を

と
っ

て
い

る

イ
ン
ス
タ

ン
ト
だ
し
（

粉

末
だ
し
、

だ
し
パ
ッ

ク
な

ど
）

を
使
っ

て
い
る

そ
の
他
の

だ
し
（

め
ん
つ

ゆ
、

だ
し

醤
油
な
ど
）

を

使
っ

て
い

る

だ
し
汁
は

使
わ
な
い

無
回
答

全　体 826 210 427 120 17 52
 100.0 25.4 51.7 14.5 2.1 6.3
問１　年代
20歳代 47 7 31 5 2 2

 100.0 14.9 66.0 10.6 4.3 4.3

30歳代 58 18 38 2      -      -

 100.0 31.0 65.5 3.4      -      -

40歳代 186 37 107 32 4 6
 100.0 19.9 57.5 17.2 2.2 3.2

50歳代 244 60 128 33 7 16
 100.0 24.6 52.5 13.5 2.9 6.6
60歳代 227 69 100 37 3 18
 100.0 30.4 44.1 16.3 1.3 7.9
70歳以上 53 17 16 9 1 10

 100.0 32.1 30.2 17.0 1.9 18.9
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５－７ 日頃からバランスのとれた食事の心がけ 

問17 あなたは、日頃からバランスのとれた食事を心がけていますか。（１つだけ） 

 

● バランスのとれた食事の心がけについては、「まあまあ心がけている」（71.5％）が最も

高くなっています。これに「いつも心がけている」（17.1％）を加えた『心がけている』は

計88.6％となっています。一方、「心がけてはいない」は9.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 年代別でみると、『心がけている』は20

歳代（80.8％）が他の年代と比較して低

くなっています。 

● 性別でみると、『心がけている』は男性

（84.3％）よりも女性（91.7％）で高く

なっています。 

● 家族構成別でみると、『心がけている』

は夫婦のみ（90.6％）で高くなっていま

す。一方、「心がけてはいない」は一人暮

らし（25.6％）が他の家族構成と比較し

て高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数
82617.1 71.5 9.9

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつも心がけている まあまあ心がけている

心がけてはいない 無回答

D

上段：実数
下段：（％）

件
　
数

い
つ
も
心
が
け
て
い

る ま
あ
ま
あ
心
が
け
て

い
る

心
が
け
て
は
い
な
い

無
回
答

全　体 826 141 591 82 12
 100.0 17.1 71.5 9.9 1.5
問１　年代
20歳代 47 4 34 9      -

 100.0 8.5 72.3 19.1      -

30歳代 58 14 40 2 2
 100.0 24.1 69.0 3.4 3.4
40歳代 186 24 135 26 1
 100.0 12.9 72.6 14.0 0.5
50歳代 244 47 175 19 3
 100.0 19.3 71.7 7.8 1.2
60歳代 227 42 159 22 4
 100.0 18.5 70.0 9.7 1.8
70歳以上 53 8 40 3 2
 100.0 15.1 75.5 5.7 3.8
問２　性別  
男性 338 49 236 48 5
 100.0 14.5 69.8 14.2 1.5
女性 480 90 350 33 7

 100.0 18.8 72.9 6.9 1.5

問３　家族構成
夫婦のみ 127 26 89 11 1

 100.0 20.5 70.1 8.7 0.8

二世代世帯 429 63 316 44 6
（親と子） 100.0 14.7 73.7 10.3 1.4
三世代世帯 185 42 128 13 2
（親と子と孫） 100.0 22.7 69.2 7.0 1.1
一人暮らし 39 3 25 10 1

 100.0 7.7 64.1 25.6 2.6

その他 33 4 24 3 2
 100.0 12.1 72.7 9.1 6.1
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５－８ １日に必要なエネルギー量の認知度 

問18 あなたの１日に必要なエネルギー量(Kcal)を知っていますか。（１つだけ） 

 

● １日に必要なエネルギー量の認知については、「知っている」は34.5％、「知らない」は

64.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、大きな差はみられませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数

82634.5 64.2 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答 D

件数

今回調査 361

前回調査 361

38.2

35.5

60.9

63.2

0.8

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答 D
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５－９ 食品の購入や外食の際の栄養成分表示の参考頻度 

問19 あなたは、食品を購入するときや外食の際に、カロリーなどの栄養成分表示を参

考にしていますか。（１つだけ） 

 

● 食品購入や外食の際に栄養成分表示を参考にするかどうかについては、「参考にするとき

もある」（46.5％）が最も高くなっています。これに「参考にしている」（18.5％）を加え

た『参考にする』は計65.0％となっています。一方、「参考にしていない」は33.7％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、大きな差はみられませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

件数

82618.5 46.5 33.7
1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参考にしている 参考にするときもある

参考にしていない 無回答

D

件数

今回調査 361

前回調査 361

21.9

21.1

44.9

42.4

32.7

36.3

0.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参考にしている 参考にするときもある

参考にしていない 無回答
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● 年代別でみると、「参考にするときもある」は、20歳代（51.1％）、40歳代（52.2％）が

高くなっています。一方、「参考にしていない」は、60歳代（43.6％）、70歳以上（45.3％）

で高くなっています。 

● 性別でみると、「参考にするときもある」は、女性（53.8％）で高く、「参考にしていな

い」は男性（50.3％）で高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：実数
下段：（％）

件
　
数

参
考
に
し
て
い
る

参
考
に
す
る
と
き
も
あ
る

参
考
に
し
て
い
な
い

無
回
答

全　体 826 153 384 278 11
 100.0 18.5 46.5 33.7 1.3
問１　年代
20歳代 47 12 24 11      -

 100.0 25.5 51.1 23.4      -

30歳代 58 20 28 9 1
 100.0 34.5 48.3 15.5 1.7
40歳代 186 37 97 50 2

 100.0 19.9 52.2 26.9 1.1

50歳代 244 47 114 82 1
 100.0 19.3 46.7 33.6 0.4
60歳代 227 28 95 99 5

 100.0 12.3 41.9 43.6 2.2

70歳以上 53 6 21 24 2

 100.0 11.3 39.6 45.3 3.8

問２　性別  
男性 338 38 123 170 7

 100.0 11.2 36.4 50.3 2.1

女性 480 113 258 105 4

 100.0 23.5 53.8 21.9 0.8
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６ その他の健康づくりについて 

＜運動について＞ 

６－１ 健康の維持や増進のための意識的な運動の実践 

問20 あなたは日頃から、日常生活の中で、健康の維持・増進のために意識的に体を動

かしていますか。（１つだけ） 

 

● 健康の維持・増進のための意識的な運動の実施については、「時々している」（50.8％）

が最も高くなっています。これに「いつもしている」（20.8％）を加えた『運動している』

は計71.6％となっています。一方、「していない」は27.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、「いつもしている」（16.1％→23.3％）が7.2ポイント増加してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

件数
82620.8 50.8 27.5

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつもしている 時々している していない

無回答 D

件数

今回調査 361

前回調査 361

23.3

16.1

51.2

56.8

24.9

26.9

0.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつもしている 時々している していない

無回答 D
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● 年代別でみると、「いつもしている」は60歳代（30.4％）、70歳以上（30.2％）が他の年

代層よりも高くなっています。一方、「していない」は40歳代が36.6％で高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ３階ぐらいの高さを上るときに利用するもの（問22）別でみると、「いつもしている」は、

ほとんど階段を利用する（33.3％）で高くなっています。ほとんど階段を利用していない

では、健康の維持や増進のための意識的な運動の実践を「していない」（41.1％）の割合が

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上段：実数

下段：（％）

件
　

数

い
つ

も
し
て
い

る

時
々

し
て
い
る

し
て

い
な
い

無
回

答

全　体 826 172 420 227 7
 100.0 20.8 50.8 27.5 0.8
問１　年代

20歳代 47 12 24 11      -
 100.0 25.5 51.1 23.4      -
30歳代 58 5 35 18      -
 100.0 8.6 60.3 31.0      -

40歳代 186 24 93 68 1

 100.0 12.9 50.0 36.6 0.5

50歳代 244 42 128 74      -
 100.0 17.2 52.5 30.3      -
60歳代 227 69 104 50 4

 100.0 30.4 45.8 22.0 1.8

70歳以上 53 16 30 5 2

 100.0 30.2 56.6 9.4 3.8

上段：実数
下段：（％）

件

　
数

い

つ
も
し

て
い

る

時

々
し
て

い
る

し

て
い
な

い

無

回
答

全　体 826 172 420 227 7
 100.0 20.8 50.8 27.5 0.8
問22　３階ぐらいの高さを上るときに利用するもの  

ほとんど階段を利用する 132 44 60 26 2

 100.0 33.3 45.5 19.7 1.5

階段が多い 111 23 63 25      -
 100.0 20.7 56.8 22.5      -

エスカレーターと半々 287 55 164 63 5
 100.0 19.2 57.1 22.0 1.7

階段が少ない 137 16 71 50      -
 100.0 11.7 51.8 36.5      -
ほとんど階段を利用し 146 29 57 60      -

ない 100.0 19.9 39.0 41.1      -
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● げんげん運動の「７つの健康行動」の認知度（問13）別でみると、「いつもしている」は、

健康行動について「ほとんど知らない」よりも「よく知っている」「聞いたことはある」の

割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：実数

下段：（％）

件
　

数

い
つ

も

し

て
い

る

時
々

し

て

い
る

し
て

い

な

い

無
回

答

全　体 826 172 420 227 7
 100.0 20.8 50.8 27.5 0.8

問13　「７つの健康行動」の認知

よく知っている 103 28 57 18      -

 100.0 27.2 55.3 17.5      -

聞いたことはある 293 66 153 74      -

 100.0 22.5 52.2 25.3      -

ほとんど知らない 412 74 199 132 7

 100.0 18.0 48.3 32.0 1.7
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６－２ １日30分以上、週２回以上の運動の実践 

問21 あなたは、１日30分以上の運動を週２回以上行っていますか。（１つだけ） 

 

● １日30分以上かつ週２回以上の習慣的な運動の実施については、「１年以上継続している」

（16.9％）に「１年にはならないが継続している」（17.1％）を加えた『継続している』は

計34.0％となっています。一方、「実施していない」は64.3％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、『継続している』（33.8％→38.5％）は4.7ポイント増加していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 性別でみると、「実施していない」は男性（59.8％）よりも女性（68.1％）で高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数

82616.9 17.1 64.3
1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年以上継続している

１年にはならないが継続している

実施していない

無回答

件数

今回調査 361

前回調査 361

21.6

18.0

16.9

15.8

60.7

65.9

0.8

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年以上継続している

１年にはならないが継続している

実施していない

無回答

上段：実数

下段：（％）

件
　

数

１
年

以

上

継

続

し
て

い
る

１
年

に

は

な

ら

な
い

が
継

続

し

て

い

る

実
施

し

て

い

な

い

無
回

答

全　体 826 140 141 531 14

 100 16.9 17.1 64.3 1.7
問２　性別  

男性 338 63 69 202 4

 100.0 18.6 20.4 59.8 1.2

女性 480 75 71 327 7

 100.0 15.6 14.8 68.1 1.5
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６－３ 定期的な運動に対する関心度 

【問21で「３ 実施していない」と答えた方にお聞きします。】 

問21-1 運動を定期的にすることにどのくらい関心がありますか。（１つだけ） 

 

● 習慣的かつ継続的な運動を「実施して

いない」人に、定期的な運動に対する関

心度をたずねたところ、「現在運動はして

いるが定期的ではない」（33.3％）が最も

高く、次いで「関心がない」が27.1％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－４ ３階ぐらいの高さを上るときに利用するもの 

問22 あなたはビル等に階段とエスカレーターの両方がある場合、３階ぐらいの高さを

上るときにどちらを選びますか。（１つだけ） 

 

● ３階ぐらいの高さを上る際の階段の利用状況は、「エスカレーターと半々」（34.7％）が

最も高くなっています。また、「ほとんど階段を利用する」（16.0％）と「階段が多い」（13.4％）

を合わせた『階段を多く利用する』は計29.4％となっています。一方、『エスカレーターを

多く利用する』（「ほとんど階段を利用しない」と「階段が少ない」の合計）は34.3％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数=826

ほとんど階段を利用する

階段が多い

エスカレーターと半々

階段が少ない

ほとんど階段を利用しない

無回答

(%)

16.0

13.4

34.7

16.6

17.7

1.6

0 20 40

件数=531

関心がない

６か月以内に実行しよう

と考えていない

６か月以内に実施しよう
と考えているが１か月以

内にする予定はない

１か月以内に実行する予
定である

現在運動はしているが定
期的ではない

無回答

(%)

27.1

14.9

13.7

5.8

33.3

5.1

0 20 40
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６－５ １日に歩く時間 

問23 あなたは、１日に何分（何歩）くらい歩いていますか。（１つだけ） 

 ※通勤や買い物の往復、犬の散歩などで歩いている時間も含めてください。 

 

● １日の歩行時間（歩数）については、「30～60分未満（3000～6000歩未満）」（40.1％）が

最も高く、次いで「30分未満（3000歩未満）」（32.0％）が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、「30分～60分未満（3000～6000歩未満）」（38.2％→44.6％）は6.4

ポイント増加し、「30分未満（3000歩未満）」（36.0％→26.3％）は9.7ポイント減少してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数
82632.0 40.1 14.5 11.4 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30分未満（3000歩未満）

30～60分未満（3000～6000歩未満）

60～90分未満（6000～9000歩未満）

90分以上（9000歩以上）

無回答

件数

今回調査 361

前回調査 361

26.3

36.0

44.6

38.2

16.1

16.3

11.6

8.3

1.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

30分未満（3000歩未満）

30～60分未満（3000～6000歩未満）

60～90分未満（6000～9000歩未満）

90分以上（9000歩以上）

無回答
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＜ストレスについて＞ 

６－６ ストレスの有無（１か月間） 

問24 あなたは、この１か月間にストレスを感じましたか。（１つだけ） 

 

● 最近１か月間にストレスを感じたかどうかについては、「多少感じた」（49.6％）が最も

高くなっています。これに「おおいに感じた」（29.4％）を加えた『感じた』は計79.0％と

なっています。一方、『感じなかった』（「まったく感じなかった」と「あまり感じなかった」

の合計）は19.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数

82629.4 49.6 16.2 3.0 
1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

おおいに感じた 多少感じた

あまり感じなかった まったく感じなかった

無回答 D

件数

今回調査 361

前回調査 361

31.9

30.5

49.0

49.3

15.0

17.2

2.8

2.5

1.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

おおいに感じた 多少感じた

あまり感じなかった まったく感じなかった

無回答 D
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６－７ ストレス解消方法の有無 

問25 あなたは、自分なりのストレス解消方法がありますか。（１つだけ） 

 

● 自分なりのストレス解消方法の有無については、「ある」が43.3％、「ない」が10.7％と

なっています。また、「どちらともいえない」が43.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ７つの健康行動の認知度（問13）別でみると、「ある」は、健康行動について「よく知っ

ている」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数

82643.3 43.9 10.7
2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある どちらともいえない ない 無回答 D

上段：実数
下段：（％）

件
　
数

あ
る

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

な
い

無
回
答

全　体 826 358 363 88 17
 100.0 43.3 43.9 10.7 2.1
問13　「７つの健康行動」の認知
よく知っている 103 60 36 7      -

 100.0 58.3 35.0 6.8      -

聞いたことはある 293 129 133 25 6
 100.0 44.0 45.4 8.5 2.0
ほとんど知らない 412 166 185 55 6
 100.0 40.3 44.9 13.3 1.5

件数

今回調査 361

前回調査 361

47.4

45.7

43.5

46.0

7.5

7.5

1.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある どちらともいえない ない 無回答 D
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６－８ 睡眠の充足度 

問26 あなたはここ１か月、睡眠で休養が十分に取れていますか。（１つだけ） 

 

● 最近１か月間に睡眠による休養が取れているかどうかについては、「まあまあ取れている」

（52.5％）が最も高くなっています。これに「十分に取れている」（18.8％）を加えた『取

れている』は計71.3％となっています。一方、『取れていない』（「まったく取れていない」

と「あまり取れていない」の合計）は27.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、『取れている』（76.7％→70.1％）が6.6ポイント減少し、『取れ

ていない』（22.4％→28.3％）が5.9ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● ＢＭＩ別にみると、「取れている」は、正常（71.6％）、肥満（74.1％）では７割を超え

ていますが、やせ（58.7％）では６割未満となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数

82618.8 52.5 23.5 3.6 
1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分に取れている まあまあ取れている

あまり取れていない まったく取れていない

無回答 D

上段：実数

下段：（％）

件
　

数

取
れ

て

い

る

取
れ

て

い

な
い

無
回

答

全　体 787 562 215 10

 100.0 71.4 27.3 1.3

問５- １　ＢＭＩ  

やせ 46 27 19      -

 100.0 58.7 41.3      -

正常 556 398 151 7

100.0 71.6 27.2 1.3

肥満 185 137 45 3

 100.0 74.1 24.3 1.6

件数

今回調査 361

前回調査 361

19.1

23.5

51.0

53.2

24.1

20.2

4.2

2.2

1.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分に取れている まあまあ取れている

あまり取れていない まったく取れていない

無回答 D
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＜たばこについて＞ 

６－９ 喫煙状況 

問27 あなたは、たばこを吸っていますか。（１つだけ） 

 

● 現在の喫煙状況については、「吸っている」が16.0％、「吸っていたが、やめた」が13.3％、

「吸わない」が69.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、大きな差はみられませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数
82616.0 69.5 13.3

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吸っている 吸わない

吸っていたが、やめた 無回答

D

件数

今回調査 361

前回調査 361

13.9

13.0

71.5

71.7

13.6

15.0

1.1

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吸っている 吸わない

吸っていたが、やめた 無回答
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６－10 １日あたりの喫煙本数と喫煙年数 

【問27で「１．吸っている」と答えた方にお聞きします。】 

問27-1 １日平均何本吸っていますか。また、喫煙年数は何年ですか。（数字記入） 

 

● 現在たばこを吸っている人に１日の平均喫煙本数をたずねたところ、「16～20本」（51.5％）

が最も高く、次いで「６～10本」（17.4％）、「11～15本」（15.9％）となっています。平均

喫煙本数は18.5本となっています。 

● 喫煙年数についてもたずねたところ、「21～30年」（32.6％）が最も高く、次いで「31～

40年」（23.5％）となっています。 

 

①１日喫煙本数             ②喫煙年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● １日の平均喫煙本数を前回調査と比較すると、“21～30本”（19.1％→8.0％）が11.1ポイ

ント減少し、“16～20本” （42.6％→54.0％）が11.4ポイント増加しています。 

● 喫煙年数を前回調査と比較すると、“31～40年”（36.2％→24.0％）が12.2ポイント減少

しています。 

 

①１日喫煙本数             ②喫煙年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数=132

１～５本

６～10本

11～15本

16～20本

21～30本

31本以上

無回答

(%)

1.5

17.4

15.9

51.5

9.8

3.0

0.8

0 20 40 60
件数=132

10年以下

11～20年

21～30年

31～40年

41年以上

無回答

(%)

4.5

9.8

32.6

23.5

13.6

15.9

0 20 40

今回調査：件数=50

前回調査：件数=47

１～５本

６～10本

11～15本

16～20本

21～30本

31本以上

(%)

2.0

20.0

12.0

54.0

8.0

4.0

0.0

6.4

21.3

8.5

42.6

19.1

2.1

0 20 40 60
今回調査：件数=50

前回調査：件数=47

10年以下

11～20年

21～30年

31～40年

41年以上

無回答

(%)

4.0

8.0

38.0

24.0

8.0

18.0

6.4

8.5

36.2

36.2

6.4

6.4

0 20 40

今回調査

前回調査
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６－11 禁煙の意向 

【問27で「１ 吸っている」と答えた方にお聞きします。】 

問27-2 あなたは禁煙したいと思いますか。（１つだけ） 

 

● 現在たばこを吸っている人に禁煙意向についてたずねたところ、「本数を減らしたい」

（44.7％）が最も高くなっています。これに「禁煙したい」（17.4％）を加えた『減煙した

い』は計62.1％となっています。一方、「禁煙したくない」は20.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、「禁煙したい」（29.8％→16.0％）は13.8ポイント減少しました

が、『減煙したい』（76.6％→74.0％）に大きな差はみられませんでした。一方、「禁煙した

くない」（14.9％→20.0％）は5.1ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数

13217.4 44.7 17.4 20.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

禁煙したい 本数を減らしたい

禁煙したくない わからない

無回答 D

件数

今回調査 50

前回調査 47

16.0

29.8

58.0

46.8

20.0

14.9

6.0

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

禁煙したい 本数を減らしたい

禁煙したくない わからない

無回答 D
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＜飲酒について＞ 

６－12 飲酒の頻度 

問28 あなたは、お酒をどのくらいの頻度で飲みますか。（１つだけ） 

 

● 飲酒の頻度については、「ほとんど飲まない（飲めない）」は48.9％、『飲酒の習慣がある』

（「毎日」・「週５～６日」・「週３～４日」・「週１～２日」・「月１～３日」の合計）は49.3％

となっています。飲酒者では「毎日」が18.0％で高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、大きな差はみられませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数=826

毎日

週５～６日

週３～４日

週１～２日

月１～３日

ほとんど飲まない

（飲めない）

無回答

(%)

18.0

6.2

5.6

8.1

11.4

48.9

1.8

0 20 40 60

今回調査

前回調査

今回調査：件数=361

前回調査：件数=361

毎日

週５～６日

週３～４日

週１～２日

月１～３日

ほとんど飲まない

（飲めない）

無回答

(%)

16.1

6.4

6.9

8.9

11.6

48.5

1.7

17.2

7.2

6.4

7.8

10.2

51.0

0.3

0 20 40 60
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６－13 １日あたりの飲酒量 

【問28で「１ 毎日」「２ 週５～６日」「３ 週３～４日」「４ 週１～２日」と答えた方

にお聞きします。】 

問28-1 お酒を飲む日は、１日あたりどのくらいの量を飲みますか。清酒に換算してお

答えください。（１つだけ） 

 

● 週１日以上飲酒をする人に１日あたりの飲酒量をたずねたところ、「１合以上２合（360ml）

未満」（37.4％）が最も高く、次いで「３合以上４合（720ml）未満」（20.4％）、「２合以上

３合（540ml）未満」（18.2％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、「１合（180ml）未満」（28.1％→15.2％）は12.9ポイント減少し、

「１合以上２合（360ml）未満」（46.8％→40.6％）は6.2ポイント減少しています。一方、

「３合以上４合（720ml）未満」（6.5％→15.9％）は9.4ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数=313

１合（180ml）未満

１合以上２合

（360ml）未満

２合以上３合
（540ml）未満

３合以上４合

（720ml）未満

４合以上５合

（900ml）未満

５合（900ml）以上

無回答

(%)

13.7

37.4

18.2

20.4

2.2

6.4

1.6

0 20 40

今回調査：件数=138

前回調査：件数=139

１合（180ml）未満

１合以上２合

（360ml）未満

２合以上３合
（540ml）未満

３合以上４合

（720ml）未満

４合以上５合

（900ml）未満

５合（900ml）以上

無回答

(%)

15.2

40.6

20.3

15.9

2.2

4.3

1.4

28.1

46.8

17.3

6.5

1.4

0.0

0.0

0 20 40 60

今回調査

前回調査
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７ 社会参加・社会環境について 

７－１ 地域の活動に参加することの大切さ 

問29 あなたは、町内会の活動やボランティアなど、地域の活動に参加することは大切

だと思いますか。（１つだけ） 

 

● 地域活動への参加の重要度については、「どちらかといえば大切である」（51.1％）が最

も高くなっています。これに「大切である」（45.5％）を加えた『大切である』は計96.6％

となっています。一方、『大切でない』（「大切でない」と「どちらかといえば大切でない」

の合計）は2.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、「大切である」（56.2％→51.2％）が5.0ポイント減少し、「どち

らかといえば大切である」（41.8％→47.9％）が6.1ポイント増加しました。また、『大切で

ある』については、（98.0％→99.1％）で大きな差はみられませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数

82645.5 51.1 1.9 

0.6 
0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大切である どちらかといえば大切である

どちらかといえば大切でない 大切でない

無回答 D

件数

今回調査 361

前回調査 361

51.2

56.2

47.9

41.8

0.6

1.7

0.3

0.0

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大切である どちらかといえば大切である

どちらかといえば大切ではない 大切ではない

無回答 D
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７－２ 地域の相互扶助について 

問30 あなたのお住まいの地域の人たちは、互いに助け合っていると思いますか。（１

つだけ） 

 

● 居住地域の人々が互いに助け合っていると思うかどうかについては、「どちらかといえば

そう思う」（50.7％）が最も高くなっています。これに「そう思う」（26.5％）を加えた『そ

う思う』は計77.2％となっています。一方、『そうは思わない』（「そうは思わない」と「ど

ちらかといえばそう思わない」の合計）は5.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、大きな差はみられませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数

82626.5 50.7 16.8 3.0 

2.2 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらともいえない どちらかといえばそう思わない

そうは思わない 無回答

ダミー

件数

今回調査 361

前回調査 361

24.4

23.0

55.7

55.7

15.8

15.0

1.1

2.8

2.5

3.3

0.6

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらともいえない どちらかといえばそう思わない

そうは思わない 無回答

D
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７－３ 町の事業の認知度 

問31 あなたは、「ハートフルウォーク」「はあとぴあまつり」「健康づくりフォーラム」

などの町の事業を知っていますか。（１つだけ） 

 

● 「ハートフルウォーク」などの町の健康事業の認知については、「知っている」が76.0％。

「知らない」が23.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、「知っている」（85.0％→82.0％）は3.0ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 年代別でみると、「知っている」は30歳

代以上では７割以上となっていますが、

20歳代では53.2％となっています。 

● 性別でみると、「知っている」は、男性

（66.6％）よりも女性（82.7％）で高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数

82676.0 23.8 0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答 D

件数

今回調査 361

前回調査 361

82.0

85.0

18.0

14.7
0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答 D

上段：実数
下段：（％）

件
　
数

知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

全　体 826 628 197 1
 100.0 76.0 23.8 0.1
問１　年代
20歳代 47 25 22      -

 100.0 53.2 46.8      -

30歳代 58 43 15      -

 100.0 74.1 25.9      -

40歳代 186 147 39      -

 100.0 79.0 21.0      -

50歳代 244 193 51      -

 100.0 79.1 20.9      -

60歳代 227 173 53 1

 100.0 76.2 23.3 0.4

70歳以上 53 39 14      -

 100.0 73.6 26.4      -

問２　性別  
男性 338 225 113      -
 100.0 66.6 33.4      -

女性 480 397 82 1

 100.0 82.7 17.1 0.2
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７－４ 町の事業への参加の有無 

【問31で「１ 知っている」と答えた方にお聞きします。】 

問31-1 その事業のいずれか１つにでも参加したことがありますか。（１つだけ） 

 

● 町の健康事業を知っている人に事業への参加経験をたずねたところ、「参加したことがあ

る」が56.7％、「参加したことはない」が43.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 前回調査と比較すると、「参加したことがある」（56.4％→61.5％）は5.1ポイント増加し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

件数

今回調査 296

前回調査 307

61.5

56.4

38.5

43.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加したことがある 参加したことはない 無回答 D

件数
62856.7 43.2 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加したことがある 参加したことはない 無回答 D
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● げんげん運動の「７つの健康行動」の認知度（問13）別でみると、「参加したことがある」

は、よく知っている（71.0％）、聞いたことがある（58.5％）で高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● げんげん運動の「７つの健康行動」の実践度（問14）別でみると、「参加したことがある」

は、１つでも行動している人の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：実数

下段：（％）

件
　

数

参
加

し

た

こ

と

が
あ

る

参
加

し

た

こ

と

は
な

い

無
回

答

全　体 628 356 271 1

 100.0 56.7 43.2 0.2

問13　「７つの健康行動」の認知
よく知っている 100 71 29      -

 100.0 71.0 29.0      -

聞いたことはある 253 148 104 1

 100.0 58.5 41.1 0.4

ほとんど知らない 259 127 132      -

 100.0 49.0 51.0      -

上段：実数

下段：（％）

件
　

数

参
加

し
た
こ

と
が

あ
る

参
加

し
た
こ

と
は

な
い

無
回

答

全　体 628 356 271 1
 100.0 56.7 43.2 0.2
問14　「７つの健康行動」

１つでも行動している人 578 339 238 1

 100.0 58.7 41.2 0.2

１つも行動していない人 42 16 26      -
 100.0 38.1 61.9      -
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92 

 

 

 

 

 

 

 



93 

 

 

 

 



94 

 

 

 

 

 

 



95 
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98 

 

 

 

 

 

 



99 

 

 

 

 

 

 



100 

 

 

 

 

 

 

 



101 

 

 

 

 

 

 



102 

 

 

 

 

 

 



103 
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健康みはま 21後期計画（第２期）策定の経過 

 

開催日 内容 

平成 29年 5月 9日 福井大学 北出講師による助言・指導（事務局） 

健康みはま 21 後期計画実施評価 

次期計画策定準備 

平成 29年 5月 26日 健康づくり推進協議会・ワーキング部会合同会議 

平成 28年度健康づくり事業報告 

平成 29 年度健康づくりの推進について 

平成 29 年度ワーキング部会活動計画発表 

健康みはま 21 後期計画実施評価について 

グループワーク（評価をもとに活動の振り返りと次期計画への意見

聴取） 

平成 29年 7月 25日 ワーキング部会会議 

次期健康づくり計画策定に向けて 

「げんげん運動推進強化月間」の取り組みについて 

活動班による打合せ 

平成 29年 10月 24 日 健康づくり推進協議会・ワーキング部会合同会議 

平成 29年度健康づくり事業進捗状況について 

健康づくりアンケート結果報告 

次期健康づくり計画策定に向けて 

グループワーク（7つの健康行動、具体的取り組みについて検討） 

みはまナビフェス 2017健康福祉部門について 

平成 29年 12月 27 日 福井大学 北出講師による助言・指導（事務局） 

健康づくりアンケート調査結果、健康みはま 21後期計画実施評価、

次期評価指標の検討 

平成 30年 1月 29日 福井大学 北出講師による助言・指導（事務局） 

次期健康づくり計画（案）の検討、評価指標の設定 

平成 30年 2月 23日 健康づくり推進協議会・ワーキング部会合同会議 

平成 29年度健康づくり事業報告 

次期健康づくり計画（案）について 

グループワーク（平成３０年度の具体的取り組みについて検討） 
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美浜町健康づくり推進協議会委員名簿（平成 29 年度） 

 

氏名 所属 

田辺 富一 敦賀地区歯科医師会 

村寄 文人 三方郡医師会 

中村 博昭 美浜町社会福祉協議会（～平成 29 年 8月） 

髙木 勝美     〃     （平成 29年 9月～） 

竹仲 良廣 美浜町議会 

山口 憲人 美浜町区長会 

中島 弘 美浜町体育協会 

秋山 政美 美浜町女性ネットワーク 

野瀬 成夫 美浜町老人クラブ連合会 

田邉 かづ子 美浜町食生活改善推進員連絡協議会 

原田 弘美 美浜町母子保健推進員協議会 

佐竹 芳栄 健康づくり実践者（ワーキング部会長） 

西下 武司 健康づくり実践者（健康づくり推進員代表者） 

仲谷 達夫 JA敦賀美方みはま支店 

森本 哲 美浜町小中学校長会 

高木 和貴 福井県嶺南振興局二州健康福祉センター 

瀬戸 慎一 美浜町教育委員会（教育政策課） 

 

 

健康みはま２１後期計画（第２期）策定アドバイザー 

北出 順子 国立大学法人福井大学医学部看護学科講師 
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美浜町健康づくり推進協議会ワーキング部会委員名簿（平成 29 年度） 

 

氏 名 所 属 

佐竹 芳栄 ＪＡ敦賀美方女性部美浜支部長 

竹内 美智江 美浜町女性の会 

石丸 正治 美浜ライオンズクラブ 

藤原 和紀 わかさ東商工会 

伊達 清志 美浜町シルバー人材センター 

津原 露美 美浜町主任児童委員 

原田 友江 美浜町老人クラブ連合会 

志賀 昌子 美浜町社会福祉協議会 

野原 恵子 美浜町食生活改善推進員連絡協議会 

石丸 喜美代 美浜町健康づくり推進員 

大同 郁代 美浜町母子保健推進員協議会 

森本 弘子 美浜町立みずうみ保育園（健やか食育専門員） 

秋山 ますみ 美浜町立せせらぎ保育園 

赤嵜 ひさ美 美浜町小中学校養護教諭部会 

髙木 昌代 美浜町子育て支援センター（保育専門員） 

宮本 絵美 福井県嶺南振興局二州健康福祉センター 

川畑 貴寛 美浜町教育委員会（教育政策課） 

飯田 倫子 美浜町高齢者支援センター 

 

 

 

 

 


